



日 時 こ昭和63年 9月 4 日く酎 9時30分
場 所 こ福 井 医 科 大 学
福 井 県 医 師 会 館
福 井 県 歯 科 医 師 会 館
福井県総合グリ
ー ン セ ン タ ー
シ ン ポジ ウム r臓器別悪性腫瘍 の 治 療 ， 最近 の 進
歩J






宮保 進 く福井医科大学第 3内剛
3 ． 消化器腫瘍
谷川允彦 く福井医科大学第 2外糾






岡田謙 一 郎 く福井医科大学泌尿器科
苫田 修 く京都大学医学部酪尿器糾
7 ． 造血器腰傷
上 田孝典 く福井医科大学第 1内耳削
中村 徹 く福井医科大学第 1内剛
8 ． 皮膚腫瘍






座 長 塚原健治 く福井赤十字う
1 ． 腎乳頭状腺病の 1例
0 李 秀雄 ， 塚原健治 ， 雨後千秋
く福井赤十字1
2 ． 医原性腎石 灰 化症の 1例
0 小 林重行 ， 喜久 山明 ， 下 在和
津jH龍三 く金沢医大1
3 ． C U S Aに よる 腎血 管筋脂肪腰摘除術 の 経験
0 酒井 晃 ， 萩中隆博 く富山赤十劉
4 ． 両 側腎癌 の 1例
0 山本秀和 ， 宮崎公臣， 中嶋孝夫
藤 田幸雄 く藤 田病院う
宮崎良 一 く同 内科う
布施春樹 く金大I
渡 辺験七郎 く国立金沢検査鮒
5 ． 静脈内塞栓 を伴う腎腫瘍 の手術経験
0 島 田宏 一 郎 ， 小林徹治 く福井県立1
6 ． 盲端 不完全重複尿管 の 1例




座 長 萩中隆博 く富山赤十引
7 ． 尿膜管癌 に 対す る V P－16 の使用経験
0藤城儀宰 ， 里 見定信 ， 古田秀勝
木村仁美， 秋谷 徹 ， 片山 喬
く富山医薬大1
小島 明 く小島医院う
8 ． 小児膀胱結石 の 1例
0 中嶋孝夫， 宮崎公臣， 山本秀和
藤 田幸雄 く藤 田病院う
瀬戸 親 く金大1
9 ． 若年者に 見られ た前立 腺肥大症の 1例
0 川 口正 一 ， 平野 章治 ， 美川郁夫
く厚生連高剛
小 田 嶋粛夫 く金沢医大第1病葦削
10． 小 児の 膜様郡尿道外傷 に 対す る内視鏡的尿道形成
術に つ い て
0 河原 優 ， 和 田 修 ， 三 輪吉司
中村直博 ， 秋野 裕信 ， 清水保夫
岡田謙 一 郎 く福井医村
11． 両側陰糞内脂肪腫の 1例
0 長野 賢 一 ， 布施 春樹 ， 久住治男
く金大う
水上勇治 く同 中央検査病理 鮒
12． 会陰部腫癌 を 主訴 と した悪性 リ ン パ 腫 の 1 例
0 三 輪吉司， 佐藤 一 博 ， 藤田知洋
鈴木裕志 ， 岡野 学 ， 蟹本雄石
岡 田謙 一 郎 く福井医対
1045
臨床的研究
座 長 打林忠雄 く金大J




馬込 敦 ， 山口 智正 ， 江 原 孝
く浅 ノ 川病院ユ
田中連朗 ， 下 在和， 鈴木孝治
津川龍三 く金沢医大う
14． E S W L前後 に お け る血 液生化学的検査所見 に つ
い て





15． 遠隔転移 を伴 っ た腎細胞癌の 検討
0 村山和夫 ， 勝見 哲郎 く国立金沢う
渡辺麒七郎 く同 研究検査料1
16． 富山県リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 病院 に お け る脳膀胱症
例 の臨床的検討
0 長野賢 一 ， 新田 政博， 平田昭夫
久住治男 く金大う
横山 修 く高岡市民I
泉田 重雄 く富山県高志 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ンフ
17－ 無症候性顕微鏡的血尿 に 関す る 臨床的検討
0 菅田 敏明 く福井済生会I
中島慎 一 く砺 波総合1
井 田正 博 ， 宮 山士 朗 く福井済生会放射線科
基礎的研究
座 長 秋谷 徹 く富山医薬対
18． Per c ollを 用い た ラ ッ ト Leyding 細胞 の 分離
0 風間泰蔵 ， 笹川五 十次
， 寺 田為義
片山 喬 く富山医薬大う
19． 鶏卵法 に よ る 温 熱と 抗癌剤併用効果 の 検討








外 科 分 科 会
第211回 北 陸 外 科学会
一 般演題 A会場
座長 野 口 昌邦 く金沢大学手術 師
1 一 甲状腺原発 悪 性リ ン パ腫 の 1例
0高松 修 ， 伊与部尊和 ， 角谷 直孝
滝田佳夫 ， 道馬昭太郎 ， 木下睦之
浅井伴軌 津田宏信 く国立金沢病院外柳
津辺願七郎 く同 検査料病理コ
2 一 甲状腺濾胞腺病 の臨床病理学的検討
0小泉伊左夫 ， 坂 田則昭 ， 佐 久間寛
書多 一 郎， 高 田道明 ， 高島茂樹
木南義男 く金医大 一 般消化器外科I
3－ 乳癌に お ける組織 C A15．3 の臨床的意義 に つ い て
0 田尻 潔 ， 津川浩 一 郎 ， 松木伸夫
巴陵宣軋 可西右便 く高岡市民病院外柳
4 ． 両側 乳癌症例 の検討
0 高橋政夫 ， 川浦幸光， 佐 々 木正 寿
大村健 二 ， 宗本 義則 ， 山脇 優
長瀬典子 ， 石黒栄紀 ， 村上 望
関戸伸明， 小泉博志 ， 岩 青
く金大 1外う
5 ． 乳腺腰痛 に 対す る 画像診断の検討
0 松 下昌弘， 坂田則昭 ， 佐久 間覚
書多 一 郎 ， 高田道明 ， 高島茂樹
木南義男
く金医大 一 般消化器外科J
座長 藤 田芳春 く福井医科大学第 1外剛
6 ． 血 管吻合 に よ る遊離空腹自家移植 に て食道再建 し
た胸部食道癌の 1例
0 佐原雅之 ， 八木雅夫 ， 松本 尚
北川裕久， 竹 田利弥 ， 中野泰治
小 野 田秀樹 ， 渡辺俊軌 小西孝司
宮崎逸夫 く金大 2外I
7 ． 下部食道か ら胃 に ま たが る食道平滑筋腫 の 1治験
例
0 東山考 叫 ， 濱名俊泰 ， 日野 浩司
榊原年宏
， 中村 軋 唐木芳昭
藤巻雅夫 く富山医薬大 2外う
8 ， 胃痛 穿孔 の 1 例
0 瀬川正 孝 ， 加藤真史 ， 冨 田富士 夫
吉光外宏 く国立療養所敦賀病院外糾
0 松 井 裕 く金大第1病 理1
9 ． 早期胃癌 を合併 した 原発性十 二 指腸痛の 1例
0疋 島 寛， 魚津幸蔵， 木元 文彦
長谷川洋 ， 関川 博 く富山赤十字病院外柳
平岩善雄 く同 内科う
北川正信 く富山医薬大病埋う
10． 胃癌肝再発 に 対 し D DD P， M M C動注後切除 した
1例
0清崎浩 一 ， 古川幸夫， 寺 中正喝
く城端厚生病院外科う
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秋 元 学 く金大放射線科ン
岡 田仁克 く金大第 1病理1
11 ． 消化管出血で発見さ れた 胃神経稗腫の 1 例
0 永里 敦 ， 足立 巌 ， 船木芳則
生垣 茂 く国民健康保険輪島病院外科コ
座長 三輪晃 一 く金沢大学第 2外科う
13． 梁膜露出胃癌症例の検討
0 宮田龍和 ， 広野禎介， 小西
一 郎
草島義徳 ， 嶋 裕 一 ， 小矢崎直博
北川裕久 く富山市民病院外科つ
高柳申立 く同 研究検査部う
14． 胃癌 n 2症例の検討
0 浅井 透 ， 高橋 豊 ， 木 田百合
出口 康 ， 源 利成 ， 藤本敏博
太田孝仁 ， 上 田 博 ， 荻野知 巳
磨井正義 く金大が ん 研外科1
15． 胃癌に お ける 大動脈周囲 リ ン パ 節郭清例の検討
一 第2報 －
0 洒徳光明 ， 橋 川弘勝 ， 平野 誠
松 智彦 ， 高橋 英雄 ， 斉藤 裕
滝沢俊彦 く厚生連高岡病院外科1
16． 当教室 に お け る高齢者胃癌手術症例の検討
0増 田靖彦 ， 小原弘嗣 ， 打波 大
井上 弘 ， 高橋康嗣 ， 谷 川允彦
村岡隆介 く福井医大 2外う
17． 体表面走査飲水法 によ る 胃癌超音波診断の試 み
0 魚津専蔵， 疋 島 寛， 木元文彦
長谷川洋 ， 関川 博 く宮山赤十字病院外科1
荒木 一 郎 ， 大石 誠 ， 吉田 誠
く同 内科う
山本修治， 小林 健 く同 放射線科う
座長 荻野知 巳 く金沢大学 が ん研究所外科う
18． ヒ ト悪性腫瘍 に お ける 多ク ロ ー ン構成 の証明
0 下松谷匠 ， 小原弘嗣 ， 打波 大
井上 弘 ， 高橋康嗣 ， 増田 靖彦
谷川允彦 ， 村 岡隆介 く福井医大 2外う
19． シ ア リ ル S S E A－1 抗原 SL X お よび D UTP A N－2
の 腫傷 マ ー カ ー と して の 意義
0 北馬忠寛 ， 林 茂， 古 谷正 晴
原田武尚 ， 松下利雄 ， 麻 田 勇
城崎彦 一 郎， 田 中猛 犬 く福井赤十字病院外科う
20． 胃癌 ， 大腸癌肝再発症例の フ ォ ロ ー ア ッ プ に お け
る腫瘍 マ ー カ ー モ ニ タ リ ン グの意義
0 木田 百合 ， 高橋 豊 ， 浅井 遠
出口 康 ， 源 利成 ， 藤本敏博
太田孝仁 ， 上 田 博 ， 荻 野知 巳
磨伊正義 く金大が ん 研外科ン
21． 胃癌の D N Aploidy pattern と 増殖活性
0 大山繁和 ， 米村 豊 ， 鎌 田 徹
長谷川啓， 竹 川 茂 ， 熊木健夫
杉山和夫 ， 藤村 隆， 小坂健夫
伏 田幸夫 ， 三 輪晃 一 ， 宮崎逸夫
く金大2外1
22． Flow cyto m etry に よ る大腸癌 の D NA ploidy と
臨床病理学的所見の 検討
0 石田 哲也 ， 小坂健夫 ， 黒 阪慶事
竹川 茂 ， 熊 木健雄 ， 西村元 一
加藤真史 ， 山口 明夫 ， 米村 皇
宮崎逸夫 く金大2外I
23． 化 学療法を併用 した ア ミ ノ 酸イ ン バ ラ ン ス 療法の
経験
0 野 手雅章， 藤 田秀春， 前原正典
土 山智邦， 高橋嘉彦 ． ノJl林泰三
関 弘明 ， 小島靖彦 ， 嶋田 紘
中川原儀三 く福井医大1外コ
座長 鈴木修 一 郎 く富山医科薬科大学第 2外剛
24． 膵炎症状 で 初発 した膵癌症例 の検討
0 安ノーlひ ろ 美， 小 島靖彦 ， 松葉 明
磯部芳彰 ， 古村能筆， 福 島 弥
嶋 田 緻 ， 藤田 秀春 ， 中川原儀三
く福井医大1外1
25． 慢 性膵炎手術症例 の 検討
秋山高儀 ， 竹 田利弥． 蓮見俊彰
魚岸 誠， 素谷 宏， 神野 正 一
く恵寿総合病院胃腸科1
鈴木正行 く金大放射線科1
26． 膵 の CyStic aden o c arcin o m aの 1例
0横 山 隆 ， 古 田和雄 ， 原 和人
く城北病院外科コ
大野健次 ， 山本和利 く同 内科
島 隆雄 ， 清光義則 く寺井病院内糾
岩瀬俊郎 く小松み な み 診療所
2 7． 術後膵療症例 の 検討
0 指宿昌彦 ， 坂 田則昭 ， 佐久間寛
喜多 一 郎 ， 高田道明 ， 高島茂樹
木南義男 く金医大 一 般 消化器外剛
28． 膵胃吻合症例の 検討
0 松木伸夫 ， 津川浩 一 郎 ， 田尻 潔
巴陵宣彦 ， 可西右使 く高岡市民病院外糾
座長 三浦将司 く福井県済生会病院外糾
29． 高度肝硬変合併肝癌 の 手術成績
0桝谷博孝， 泉 良平 ． 清水康
J
学福島 亘 ， 黒 阪慶事 ， 堀地 肇
谷 卓 ， 北林 一 男
， 薮下和 久
渡辺 俊雄 ， 小 西 孝司 ， 宮崎逸夫
く金大2外フ
30． A F P産生 と肝細胞癌の 予後
0 黒 阪慶事， 泉 良平， 清水康 一
福島 亘 ， 桝谷博孝 ， 堀地 肇
谷 卓 ， 北林 一 男 ， 薮下和久
渡辺俊雄 ， 小 西孝司 ， 宮崎逸夫
く金大 2外1
31． トロ ト ラス ト造 影剤使用後35 年後 に 肝癌 と診断さ
れ た 1 例
0 片田正 一 ， 北川 晋 ， 岩上 栄
広瀬宏 一 ， 花立 史香 ， 西浦和男
高島 一 郎 ， 森 善裕 ， 林 外史英
山田曹司 ， 中川正 昭
く石川県中消化器 一 般外科フ
林 守源 く同 病理フ




泉 長平 ， 加藤真史 く金大 2外う
杉浦 仁 く金大 2病 理う
33． 肝切除後再発肝細胞癌 に 対す る TA E療法
0 三 井 毅 ， 三 浦将司 ， 林 義信
荒井理夫 ， 皆川真樹 ， 金 定基
浅 田康行
，
飯 田 善郎， 黒 田 譲
藤沢正清 く福井県済生会病院外科う
宮山士朗 ， 井田 正博 く同 中放診断部J
福 岡賢 一 ， 登 谷 大修 ， 田 中延善
く同 内科う
34一 外傷性肝破裂の 1 治験例
0 田 中松平 ， 金子 芳夫 ， 林 裕之
旭 敏秋 ， 吉田千尋 く有松中央病院J
座長 谷川允彦 く福井医科大第 2外科ン
35． シ ネ胆道造影 よ り み た十 二 指腸乳頭部機能の 検討
く第 1 報l
O 神野 正 博
，
表 和彦 ， 秋 本龍 一
く浅 ノ 川総合病院外科う
36． 胆道疾患に お け る胆汁中ア ミラ ー ゼ 測定の 意義
0 高橋嘉彦 ， 嶋田 紘， 松葉 明
新本修 一 ， 大 島俊哉． 土 山智邦
藤 田秀春 ， 中川原儀三 く福井医大 1外う
37． 汎発生胆汁性腹膜 炎 をき た した 急性無石胆嚢炎の
2症例
0 丸岡秀範 ， 村 田修 一 ， 池谷朋彦
広瀬淳雄 ， 牛島 聴 ， 若狭林 一 郎
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清崎克美 く氷見市民病院外科1
松井 一 裕 ， 北川正 信 く宮山医薬大病理1
38． 胆嚢底部の ade n o myo m aに 発生 した上 皮内腺病
の 1例
0浅 田康行， 三井 毅 ， 林 義信
荒井理夫， 皆川真樹 ， 金 定基
飯田善郎， 黒 田 譲， 三浦将司
藤沢正清 く福井県済生会病院外科コ
小 西二 三 男 く金医大病理J
39一 胃切 除後 に 発生 した 総胆管断端神経腰の 1治験例
0岩上 栄 ， 高畠 一 郎 ， 広瀬宏 一
花立史香 ， 片田正 一 ， 西浦和男
森 善裕 ， 林外史英 ， 山田 曹司
北川 晋 ， 中川正 昭
く石川県中消化器 一 般外科う
島崎英樹 く同 消化器内科ン
林 守源 く同 病理う
40一 再切 除 し得 た 原発性肝癌の 1 例
0 日野 浩司， 鈴木修 一 郎 ， 黒木嘉人
霜田光義， 白崎 功， 新井英樹




1 ． 肺癌切除症例の 検討
0 守田万 寿夫 ， 能登 啓文， 中川禎二
戸島雅宏
，
三 隔寛恭， 杉 山善崇




2 ■ 肺癌切除例 に お ける リ ン パ 節転移状況
0小矢崎直博 ， 草島義徳
く富山市民病院呼吸 器 外科J
北川裕久 ， 宮田龍和 ， 嶋 裕 一
小西 一 朗 ， 広瀬禎介 く同 外科う
中村裕行 ， 水上 陽真 く同 呼吸器科
上 田 隆之 ， 杉原政美 く同 放射線科コ
高柳甲立 く同 病院コ
3 ． 肺過誤腰 の 3例
一経皮的針穿刺吸引細胞診の 適応と限界 －
0 小林弘明 ， 佐藤 日出夫， 家接健 一
遠藤将光． 閑 雅博 ， 木谷正 樹
く石川県中胸部心臓血管外う
林 守源 く同 病理コ
1 048 学
谷本 一 夫 く金大医療短大う
4 ． Coin 1esio n を呈 した肺 ア ス ペ ル ギ ル ス 症 の 1例
0 山下良平 ， 川上 和之 ， 道伝研司
九 沢 豊 ， 中島久幸 ， 清原 薫




5 ． 肺 ア ス ペ ル ギ ロ ー マ の 外科治験例
0古野 利夫 ， 龍村俊樹 ， 山口敏夫
東出慣治 ， 小 山信二 ， 西出良
一
辻本 優 ， 津田 基暗 ， 杉山茂樹
笠 島 学 ， 山本恵 一 く富山医薬大 1外う
水島 豊 く同 第 1内科ン
北川正信 く同 病理1
座長 笠島 学 く富山医科薬科大学第 1外科つ
6 ． 巨大前縦隔腫瘍の 1例
0 美濃 一 博 ， 上 山武史 ， 橋 本英樹
乗出慎治 ， 杉本 実 ， 山 口敏 之
辻本 優 ， 山本恵 一 く富山医薬大 1外1
北川正信 く同 病理う
7 ． 胸骨腰痛 と して認 め た myelo m aの 1症例
0 乗出慎治 ， 龍村俊樹 ， 山口敏夫
古野利夫 ， 美濃 一 博 ， 津田 基晴




8 ． 慢性 膿胸 に 対す る 筋肉弁充填術 の 経験
0 木元春生 ， 永井 晃 ， 松本 康
く富山赤十字病院心臓血管呼吸器外科う
辻 口 大 ， 林 義信 く金大 1 外う
9 ． 緊張性気胸か ら気腹 を生 じ た 1例
0 清原 薫 ， 九沢 豊， JILヒ和之
道伝研司 ， 山下良平 ， 中島久幸
小杉光世 上 小林 長 く市立 砺 波総合病院外科う
角田清志 く同 放射線科う
栂 博久 く同 内科1
座長 三崎拓郎 く金沢大学第1外科I
lO． 心 筋炎に 続発 した 収縮性心膜炎の手術治療
0 ノJl林孝 一 郎 ， 辻口 大 ， 浅 井 徹
川筋道雄 ， 三 崎拓郎 ， 岩 喬
く金大 1外う
小西堅正 ， 竹 田亮祐 く同 第 2内科う
11． 出血 性線維性心膜炎を合併 した感染性心内膜炎 に
対 し， 活動期緊急手術 に よ り救命 した 1例
0 上 坂 孝彦 ， 佐々 木正 人 ， 森岡浩 一
平 松義則 ， 井草彰夫 ， 千葉幸夫
村岡隆介 く福井医科大 2外1
1 2． 心室中隔欠損症 ＋ 右享 二 腔 心 の 2成 人例
0 家接健 一 ， 関 雅博 ， 遠藤将光
木谷正樹 ， 小林弘明 ， 佐藤日 出夫
能登 佐 く石川県中心臓血管外科1
13． 三 尖弁閉鎖症術後 に 頻発発作 を来た した W P W症
候群 の 1治験例
0 大竹裕志， 三 崎拓郎 ， 渡辺 剛
坪田 誠 ， 向 歩 ， 岩 喬
く金大1外1
14． 自 己輸血開 心術症例 の検討
0 森岡浩 一 ， 上 坂孝彦 ， 佐 々 木正人
平松義則 ， 井隼彰夫， 千葉幸夫
村岡隆介 く福井医科大2外う
座長 大中正光 く福井循環器病院外科1
15． De Bakey III解離に 対す る 治療経験
0橋本英樹 ， 明元克司 ， 池谷朋彦
笠 島 学 ， 浜 中英樹 ， 湖東慶樹
鈴木 衛， 上 山武史 く富山医薬大 1 鮒
16． 胸骨縦切開下 Oc c ulu sio nCathete r を用 い た分離
体外循環法 に よ る弓部仮性大動脈膚 の 1 例
0戸 島雅宏 ， 藤村光夫 ， 西谷 泰
三隅寛恭 ， 杉山書崇 ， 守 田万 寿大
中川禎 二 ， 能登 啓文
く富山県中呼吸器循環器外剛
17． 遠隔期の グラ フ ト閉塞に よ り 再手術 を行 っ た冠動
脈 バ イ パ ス 術症 例 の 検討
0 金戸善之 ， 清水 健 ， 会田 博
坂本 滋 ， 白川尚哉
く金医大胸部心臓血管鮒
18． 内膜剥離 を行い 冠動脈再健術 を施行 した 1症例
0 竹村博文， 大中正 光 ， 大橋博和
墳 泰史 ， 村上 晃 ， 有塚 史郎
田中 孝 く福井循環器病院外和
座長 松原純 一 く金沢医科大学胸部心臓血管外科
19． 下行胸部大動脈癌術後の 椎骨 ， 脳底動脈血行障害
の 1例
0 明元 克司， 富川 正樹 ， 大場泰良
北沢慎次 ， 牧本充生 ， 高野 徹
横川雅康 ， 上 山武史 く富山医薬大1鮒
2 0． 閉再 性動脈硬化症 に 対 す る in situ s aphe n o us
v ein bypa ss の 経験
0 井隼彰夫， 森岡浩 一 ， 平松義規
井上 弘， 高橋 康嗣 ， 千葉幸夫
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村 岡隆介 く福井医科大 2外ン
21． 交換神経節切除術症例の 検討
0 土屋 秀次 ， 松原純 一
， 長末正 巳
保坂 浩史 ， 清 水 健 く金医大胸部心臓血管鮒
22． 腎癌の肝部下大静脈腰壕塞栓症 の 1 治験例
0 遠藤将光
， 佐藤 日 出夫， 家接健 一
関 雅博 ， 小 林 弘明 ， 木谷正 樹
能登 佐 く石 川 県中胸部心臓血管外1




0 田 中松平 ． 川浦幸光
， 佐 々 木正 寿
大村健 二 ， 関戸伸 明 ， 宗本義則
山脇 優 ， 長瀬典子 ， 石 黒 栄紀
村上 望， 小泉博志 ， 岩 喬
く金大 1外う
24． 当科に お ける腸間膜血管閉塞症 の検討
0 高島吉浩 ， 細川 治 ， 太田 安彦
松 田 一 夫
，
三 崎明孝 ， 村北和広
中川公 三 ， 武田 孝之 ， 中泉治雄
谷川 裕 ， 森田 借入 ， 渡辺 国垂
木谷栄 一 ， 津田 昇志
， 山崎 信
く福井県立外科1
山道 昇 く同 病理う
25． 術中内視鏡 に て 確診 し得 た小腸海線状血管腫 の 1
例
0 富田 寛 ， 山 口 明 夫 ， 桝谷博孝
小野 田秀樹 ， 八 木雅夫 ， 泉 良平
小西孝司 ， 宮崎逸夫 く金大2外1
水上勇治 く同 中検病理う
26． 腸重 積を来 し た転移性小腸腫瘍 の 1例
0 金 定基， 荒井 埋夫 ， 林 義信
皆川真樹 ， 三 井 毅 ， 浅 田康行
飯田喜郎 ， 黒 田 譲 ， 三 浦将司
藤沢正清 く福井県済生会病院外榔
27一 大綱裂孔 ヘ ル ニ ア の 2治験例
0 高橋英雄 ， 平野 誠 ， 橘川 弘勝
松 智彦 ， 斉藤 裕 ， 洒徳光 明
龍沢 俊彦 く厚生連高岡病院外科1
28． 当科に お け る鹸頓 ヘ ル ニ ア 治験例 の検討
0 太田 安彦 ， 渡辺 国重 ， 松 田 一 夫
三 崎明孝， 村北和広 ， 細川 治
中川公 三 ， 武 田孝之 ， 中泉治雄
谷川 裕 ， 森 田信人 ， 木谷栄 一
津田昇志 ， 山崎 信 く福井県立外剛
山道 昇 く同 病埋1
座長 高島茂樹 く金沢医科大学 一 般 消化器 外科
29－ 80才以 上 高齢者大腸癌の 検討
0 表 和彦， 神野正 博 ， 秋 本龍 一
く浅 ノ 川総合病院外科う
30－ 早期大腸癌症例の検討
0 福永 純 ， 桐山正人 ， 櫛 引 健
坂田則昭 ， 佐久間寛 ． 喜 多 一 郎
高田道明， 高島茂樹 ， 木南義男
く金医大 一 般消化器 外科う
31一 診断 に 苦慮 した 直腸癌の 1例
0 遺伝研 軋 清原 薫 ， 川上和之
山下良平， 中島久幸 ， 九沢 豊
小 杉光世
，
小林 長 く市立 砺波総合外科う
荒川竜失 く同 胃腸科1
角 田清志 く同 放射線科ン
安念有声 く同 病理1
32， Ga nt 一 三 軌 T hie rs ch 法併用 に よ る直腸脱 の 手
術
0 大場寮長， 東出慎治， 美濃 一 博
安 田政実， 北沢慎次， 西 出良 一
古野 利夫 ， 辻本 優 ， 浜 中英樹
山 口敏之 ， 津田 基晴 ， 矢後 修
笠 島 学 ， 山本恵 一 く富山医薬大 1外う
33． 魚骨 の 穿孔 に よる 肛門周囲膿瘍に つ い て
0 原 和人 ， 横山 隆 ， 古 田和雄
く城北病院外科フ
34． 当科 に お け る痔痩術式の 検討
0 飯 田善郎， 林 義信 ， 荒井埋夫
皆川真樹， 金 定基 ， 三 井 毅
浅 田康行， 黒 田 譲 ， 三浦 将司
藤沢正清 く福井県済生会病院外 糾
第5会場 皮膚 科 分 科会
日本皮膚科学会北陸地方会第329回例会
1 一 ヒ ル ドイ ド軟膏 に よ る接触性皮膚炎甲1 例
0 長谷 川義典 ， 桧垣修 一 く富山医薬大1
2 － ブ フ ェ キサ マ ッ ク外用 剤 に よ る接触皮膚炎の 1例
0 鈴木 薫 ， 下居佳代子 く金沢医大う
金原武司 く河北郡内灘町フ
3 ． 当院 に お け る ア トピ ー 性皮膚炎の 実態 く第 3掛
0 大槻典男 く舞鶴共済1
4 ． U V B照 射が 秦効 した結節性痔疹 の 1 例




5 ． 色素性揮疹の 1例
0 田 中武司 く金沢大I
江 口 和夫 くり1松市う
6 ． 好 中球性紅斑
0 井田 充， 関 太輔 く宮山医薬大1
7 ． 膝簡動脈癒 一 址の 壊癌性病変 を生 じた 1例
0三 井 徹 ， 大島茂人 く厚生連高岡う
斎藤 裕 く同 外科1
8 ． Eo sin ophilic pu stula rfo olliculitis こ2例 の 報 告
0 野 村佳弘 ， 川原 繁 ． 高 田 実
く金沢大1
9 ． Lichen a u r e u sの 2例と 偽診例 1例
0 久保勝彦 ， 松 本繚 － く富 山市民ユ
10． 口 腔粘膜 と爪 に 限局 した 扁平育癖
大津山賓 ， 丸山友裕 く富山医薬大1
11． 筋病変 く腰痛触知型1 を伴 っ た サ ル コ イ ド ー シ ス
の 1例 と無作為骨格筋生検 の 成績
0 鍛冶友昭 ， 中橋 猛 く富山県立 中央1
泉 三郎 く同 内科1
三輪淳夫 く同 病理う
12． 骨格筋生検 に よる サ ル コ イ ド結 節検出成績
0 稲沖 真 ， 谷 口 滋 ， 高田 実
川原 繁 ， 服部邦之 ， 広根孝衝
く金沢大つ
13． 敗血疹 二 2 例の報告
0 服部邦之 ， 谷 口 滋
く金沢大う
14． 蜂刺症例
0 八 町祐宏 ， 上 田 恵 一 ， 丸尾 充
青山文代 ， 高石 公 子 ， 鈴木裕至
中島智子 ， 石黒 和守 ， 磯松瑞穂
石 田久哉 ， 中川重光 く福井医大う
15． 副乳
0 山本善明 ， 福井米正 く黒部市民I
16． 福井 医大 に お ける手足 の色素性母斑 の 統計的観察
0磯松瑞穂 ， 高石公 子 ， 丸尾 売
上田恵 一 く福 井医大I
17． Pilo m atrix o m aの 1例
0小林博 人 ， 西尾賢昭 く金沢医大ン
金原武司 く河北郡内灘町う
18． Ec crin e spirade n o m aの 1例
0 武 田行正 ， 西尾 賢昭 ， 鈴木薫 く金沢医大フ
19． 汗器官腫瘍の 1例
高石公子 ， 青 山文代 ， 上 田恵 一
く福井医大1
20． ボ ー エ ン病
．凸 ．
二二
0 山岸雄 二 ， 福 井米正 く黒 部市民う
21． 子 宮頸癌の 外陰転移の 1 例
0 工 藤比 等志 ， 米沢郁雄 く福井赤十字1
22． 転移性皮膚癌の 2例
0 佐藤英敏 ， 熊谷 武夫 く高岡市民1
竹越国夫 ， 野 口 哲彦 く同 内科1
23． Lym phade n o si be nign a cutis
O 中川重光 ， 高石公 子 ， 上 田恵 一
く福井医大コ
第 6会場 形 成 外科分科会
第32 回 日本形成外科学会北陸地方会
1 ． デ ュ ブイ ト レ ン 拘縮由来培養繊維芽細胞 の 電顕的
観察
0 岩脇埋 佳 ． 安 田幸雄 ， 石 倉直敬
塚 田貞夫 く金沢医大形成う
2 ． 砺 波総合病院形成外科で の マ イ ク ロ サ ー ジ ャ リ ー
症例の 検討
0 亀井康 二 ， 上 野 輝夫 く砺波総合形成1
3 ． Hughe s 変法に よ る 眼角部欠損 の 2再建例
0 荒井正雄 ， 太 田真人 く福井県立形成1
山本正樹 く石川県中形成1
4 ． 頬骨骨折
－ ap pr O a Ch に 関す る 工夫 を 中心 と して －
OJtl上重彦， 関 時宏 ， 岡田忠彦
塚 田貞夫 く金沢医大形成1
井出克樹 く富山労災形成う
5 ． 早期顎矯正治療 の試 み
－3歳児 に 対 す る上 顎前方牽引の 1 例－
0 西 田明彦 ， 高田 保之 ， 勝田 誠
須佐美隆三 く金沢医大歯矯正I
6 ． 口 蓋裂初回手術時の顎顔面形態
0 長 谷 田 泰男 く厚生連高岡形動
塚 田貞夫 く金沢医大形齢
7 ． Do r ra n c e法＋ pha rynge alpu shba ck 法を用 い た
口蓋裂手術例
0 宮永章 一 ， 塚 田貞夫 く金 沢 医大形成う
8 ． フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ ダイ レ ー ザ ー に よ る単純性血管
腰 の治療
一従来 の 治療法と の比較 －
0 林 洋司， 小屋 和子 く浅 ノ川総合形成I
9 ． 慢性放射線潰瘍創 で み ら れ た 耳下腺多形性腺腰
0 赤羽 紀子 ， 吉川秀昭 く富山県中形脚
10． W a rthin 腫瘍の 1治験例
0 中林仲之 ， 置塩長政 く富山市民形動
11． 脂肪腰の 統計的考察
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0 加 田顕 秀 ， 長谷田 泰男 く厚生連高岡形 成1
12． 腋裔乳腺症の 4 例
0 池田 和隆， 山本 正樹 ， 小 島正 嗣
川中隆雄 く石川県中形成J
13． 外傷性全母指欠損 に 対 す る母指化手術例
0 小島政嗣 ， 山本正 樹， 川中隆雄
池田和隆 く石 川県中形成1
14． 胎生 期遺残組織 に よる 臍奇形の 2例




15． 私の 行 っ てい る 包茎手術
一河崎屋式変法 －
0 畷 稀吉 ， 河崎屋 三 郎 く金沢制
16． 筋膜下 e xpa n sio n に よ る下腿再建例
0 島津保夫 ， 桜 井伴 子 ， 北 山吉明
塚田貞夫 く金沢医大形成1
17． 形 成外科領域に お ける logothe r ap y
第用事匝欄い わ ゆ る 神経質な患者 に 対す る私の 行
っ て い る 対応 の コ ツ に つ い て
0 畷 稀苦 く金沢市う
第7会場 臨床 口 腔外科 分科会
第 8 回 臨床 口腔外科分科会
一 般 演題
座長 山本康 一 く宮 山医薬大う
1 ． 福井医科大学附属病院歯科 口 腔外科 に お ける 外来
患者の 臨床集計的観察
0 小 笠 原利行
，
玉 井 芋 ， 西出直人
都築雅弘， 伊東俊祐 ， 林 解平
人 見権次郎， 石井保雄 く福井医村
2 ． 福井医科大学附属病院歯科口 腔外科 に お ける 入 院
患者の 臨床集計的観察
0 西 出直人
， 都築雅弘 ， 小笠 原 利行
玉井 学
， 伊 東俊祐 ， 林 解平
人 見権次郎 ， 石 井保雄 く福井医大う
3 ． 国立金沢病院歯科 口 腔外科に お け る最近 3年間の
入 院患者の 臨床統計的観察
0 藤元 毅
， 中尾 治郎 く国立金沢病院う
4 ． 福井医科大学附属病院歯科 口 腔外科 に お ける顎 顔
面骨折入院患者 の 臨床集計的観察
都築雅弘 ， 小笠 原利行， 玉井 学
西出直人 ， 伊東俊祐， 林 解平
人見権次郎 ， 石 井保雄 く福井医大う
座長 船本長一一 朗 く金沢 医大ユ
5 一 歯牙腰 に よ り惹起 さ れ た と思わ れ る 濾胞性歯嚢胞
の 1例
0 大江 由香子 ， 湯 口正 治， 寺島龍 一
永森 司 ， 小竹 禰， 寓羽 賀津雄
眞舘藤夫 ， 岩井正 行 ， 山本康 一
古田 勲 く富山医薬大ユ
6 ． ま れ な 濾胞性歯糞胞 の 1例
0 塩村 太 ， 船本長 一 朗 ， 竹田慶 子
高沢 一 点 く金沢医大フ
7 ． 石 灰 化歯原性嚢胞 の 1例
0織 田武吉 ， 藤元 栄輔 ， 中川清昌
く金沢大J
8 ■ 骨形成性 エ プ ー リス の 1例
0 加藤隆三 ， 野尻孝司， 藤 元栄輔
中川清昌 く金沢大う
座長 中川清昌 く金沢大I
9 ． 舌 に 発生 した Gr a nula r c elltu m o rの 1例
0 田 中眞也 く市立小松総合う
10． 口 蓋部に 発生 し た極め て 稀 な オ ン コ サ イ ト ー マ の
1例
0 奥田康生 ， 萬羽賀津雄 ， 澤 田敏晴
山内浅則， 杉本裕史 ， 眞舘藤大
岩井正行， 山本康 一 ， 古田 勲
く富山医薬大う
11． 小児に 発生 した神経性腫瘍の 2例
0 岩井正博 ， 藤元栄輔 ， 中川 清昌
く金沢大I
12． 唾液腺腫瘍の 4例
0 坂 下 英明 ， 宮田 勝 く石川県 刺









13一 受 傷後 1 ケ月後 に見も1出され た 頼部異物 の 1例
0折本 聡 ， 大木淳 一
， 梶村悦朗
佐渡忠司 ， 寓羽賀津雄 ， 眞舘藤夫
岩井正行， 山本康 一 ， 古田 勲
く富山医薬大I
14一 顎 顔 面骨骨折 に お ける ミ ニ プ レ ー トの使用 経験




15． 舌縮 小術 と LeFo rt I 骨切 り に よ る 上顎上 方移動
術 を行 っ た 開曖症例
0 高田 保之 ， 窪田 道男． 中川 真
須佐美隆三 く金沢医大矯正1
伸上重彦 く同 形成つ
16． 口唇 口 蓋裂患者の 矯正 補綴治療例
0下村隆史 ， 香村正 治 ， 出村 昇
須佐美隆三 く金沢医大矯正1
座長 塩 田 覚 く金沢医大1
17． 顎関節 retr odisc alpad に お け る上 下 二 層 の 組織
様態
0 林 解平 ， 伊 東俊祐， 印牧康祐
石井保雄 く福井医大1
18． 20－ Methylchola nthre n eに よ り誘発 した マ ウス 顎
下腺腫瘍培養細胞 に 関 す る研究
0南 康英 ， 大平三 四郎 ， 戸部晴美
角田 真， 塩 田 覚 く金沢医大I
第 8会場 放射線科 ． 核医 学科分科会
一 般演題
1 ． 新 し い 腫瘍 マ ー カ ー C A－130の 臨床的検討
0 中島鉄夫 ， 中村立子 ， 松下照雄
ビ ライ ． ジ ャ ネ ル ， 周藤裕治 ， 外山黄土
林 借成 上 小鳥輝男 ， 石井 靖
く福井医大放1
2 ． 日常核医学診療 へ の 三次 元画像診断の 応用
宮崎吉春 ， 塩崎 潤 ， 井上 寿
藤岡正彦 ， 伊藤 広， 宮永盛郎
く能登総合 RI部ン
0 油野 民雄 ， 谷 口 充 く金沢大核フ
3 ． 慢性腎不全 に併発 した 腰椎圧迫骨折の 1例 こ 骨X
線 と骨密度の比較
0 高菜泰久 ， 瀬戸 光 ， 中嶋愛子
征矢敏雄 ， 南部 一 郎 ， 瀧 邦康
古本尚文 ， 亀井哲也 ， 二 谷 立 介
羽 田陸朗 ， 柿下 正雄 く宮山医薬大放1
4 ． 尿毒症患者 に お ける 異所性石灰沈着の 骨ス キ ャ ン
0 高瀬秀子 ， 金沢裕之 ， 釘 抜康明
玉村裕保 ， 関 宏恭 ， 東光太郎
利波久雄 ， 興村哲郎 ， 山本 遠
く金沢医大放う
5 ． 原発 性肺癌 が 疑 わ れ た 患者 に お け る T lt201
Single P hoton Emission C T に よ る診断
0 利波紀久 ， 秀毛範 至 ， 川畑鈴佳
横山邦彦 ， 絹 谷清剛， 渡辺直人
瀬戸幹人 ， 道岸隆敏， 油野 民雄
会




6 ． 骨 ス キ ャ ン が 診断の き っ か け と な っ た原発 性副甲
状腺機能冗進症 の 1 例




7 ． 日 立製0．2 T永久磁石 方式 M R装置 M R P－20の 使
用経験
0 古本尚文 ， 柿下正 雄 く富山医薬大放I
杉野 章， 沼田正 信 ， 辻田昌美
く杉 野月削中経外剛
8 ． 脊椎 ， 脊髄疾患 に お け る Gr adient e cho im agi－
ng の 有用 性
0 荒井和徳 ， 蒲田 敏文 ， 亀山奮明
角谷真澄 ， 鈴木正 行 ， 高島 力
く金沢大放う
9 ． 膵頭部癌に お け る M R工の 有用 性
0 横田 啓 ， 山之 内梅節 ， 大津留健
松田昌夫， 三 矢哲英 ， 宝 田 陽
興村哲郎 ， 山本 達 く金沢医大放コ
10． m u c oid im pa ctio n の M RI
O 松本雅子 ， 上 村良 一 ， 西嶋博司
角谷真澄 ， 斎藤泰雄 ， 高島 力
く金沢大放1
11． M L Fsyndr o m eの M RI
O 上 田和彦 ， 鈴木正 行 ， 角谷真澄
高島 力 く金沢大放う
井手芳彦 ， 高守正 治 く同 神経内剛
12． 副甲状腺腫の M Rエ
ー ア ル コ ー ル 注入 前後の M Rエー
0 木村浩彦 ， 周藤裕治 ， 外山黄土
木村 一 秀 ， 佐久間肇 ． 岩崎俊子
林 信成 ， 小 鳥輝男 ， 石 井 靖
く福井医大放I
酒井哲夫 く同 3内プ
中村直博 ． 岡田謙 一 郎 く同 泌尿召酎
13． T A E が著効 し た巨大肝細胞癌 の 1切除例
0 小林 健 く富山赤十引
吉 田 誠 ， 荒木 一 郎 ， 大石 誠
品川俊男 く同 内科
魚津幸蔵 ， 関川 博 く同 外科
14． 血栓溶解術併用 P T Aに て 再開通 し た大腿 動脈閉
1053
塞症の 1例
0 木本達哉 ， 河上 聡
，
野 口 正 人
く福井赤十字放う
野尻正憲 く同 整形う
15． C T画像が 有用 で あ っ た 異型肺炎の 1例
0 河上 聡 ， 木本達哉 ， 野 口 正 人
く福井赤十字放J








1 ． 肝血 管肉腰 の 1 剖検例
0 羽 場利博 ， 藤 田 学 ， 辰巳 靖
明石宣博 ， 山崎義亀与 ， 得 田与夫
く福井県立病院内科I
土井下健 二 く同 病理J
中沼安 二 く金大第 2病理う
2－ 4年間で経験 し た 原発性肝癌の 臨床的検討
0 岡田和彦 ， 竹越国夫 ， 炭谷哲二
太 田正 之 ， 遠山龍彦 ． 奥 田 拾爾
く高岡市民病院内科う
松木伸夫 ， 巴陵 宣彦 ， 可西右便
く同 外科う
広瀬仁 一 郎 く同 放射線科フ
3■ 短期間 で 軽快 した び ま ん性肉芽腰性肝炎の 1例
0 大塚 実 ， 仁木健雄， 三 宅 靖
西村浩 一 ， 斉藤元 乳 塩原信太郎
浜 田誠人 ， 立村 森男， 森 永健市
く浅 ノ 川総合病院内科う
4 ． 食道静脈瘡硬化療法後に 急性腎不全を併発 した 肝
硬 変症の 1例
0 渡辺 弘之
， 松 田直人 ， 河 上 浩康
太 田英樹 ， 里 村吉威 ， 元雄 良治
竹森康弘 ， 岡井 軋 滞武紀雄
く金沢大学 が ん研究所内科う




矢島 真 ， 柴山真介
村本弘昭 ， 吉村 陽 ， 水毛 生直則
織田邦夫 く社会保険鳴和総合病院内剛
滝川 豊 ， 橋本之 方 く同 外科J
長束秀 一 く同 放射線科う
座長 中井継彦 く福井医科大学第 3捌削
6 － 家族性高 コ レ ス テ ロ ー ル 血症の 冠動脈病変 に 対 す
る L D Lア フ ェ レ ー シ ス の 効 果
0 藤 田 － ， 黒田昌宏 ． 小西堅 正
水野 清雄 ， 文字 直 ， 楠 憲夫
品川俊男 く富山赤十字病院内科コ
馬渕 宏， 竹 田亮祐 く金大第 2内科う
7 ． 遺伝子 解析で診断 した ホ モ 接合体家族性高 コ レ ス
テ ロ ー ル 血症 CF H－Tonami－21 の 2家系 3例
0 梶波康 二 ， 宇野欣秀 ， 稲津明広
藤田 － ， 武 田三 昭， 伊藤英章
小泉順 二 ， 馬渕 宏 ， 竹 田 亮祐
く金大第 2内科コ
太田正 之 く高岡市民病院内科う
8 ． AC T H単独欠損症 に 正 レ ニ ン 性低 ア ル ド ス テ ロ
ン 症 を合併 した 1例
0南 陸乳 青柳直樹 ， 宮永 健
大屋栄 一 ， 岸田 繁， 中井継彦
官保 進 く福井医科大学第3内剛
9 ． 粘液水腫性昏睡の 1例
0 山川 治 ， 西村泰行 ， 家城恭彦
荻野英朗， 下田 敦 ， 小松義和
岩 田 章， 長 田清明 く金沢赤十字病院内糾
小林健 一 く金大第 1内科う
10－ ス テ ロ イ ドパ ル ス 療法が 著効 を示 した ル ー プ ス ク
リ ー ゼ の 1例
0石 田陽 一 ， 荒井志郎 ， 黒 崎正 夫
石 田礼 二 く富山市民病院内科フ
座長 得田与夫 く福井県立病院内糾
11■ 血尿 を主体と した続発性 アミ ロ イ ド ー シ ス の 1症
例
0 安井正 英， 四位例清
l 竹 田正 康
平川知 之 ， 伊藤利之 ， 北野博嗣
泊 康男 りと陸中央病院内科1
紺井 一 郎 く同 第 2内科I
北川正 信 く富山医薬大第 1 病理J
山本 速 く金沢医大放射線科う
12－ R habdo myolysis の 2例
0 森下英理 子 ， 伊藤裕二 ， 梶波康 二
桝田 昌之 軋 森 清男 く芳珠記念病院内糾
13一 階段 か ら の 転落後発症 した rhabdo myolysis－in －
du c ed a cute r e n al failu re の 1例
0 木下 勝 ， 山本 憶 ， 大野健次
佐藤 清 く城北病院内科う
14． 難治性皮膚潰瘍 に対 し y グ ロ ブ リ ン 大量投与 が
有効 で あ っ た 強皮症 の 1例
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0 河合泰 一 ． 今村 信 ， 加藤 大
清水啓司， 清水寛正 ， 小 川
一 也
李 鐘大， 上 田孝典 ， 原 晃
中村 徹 く福井医大第1内剛
15． 抗 E N A抗体高値陽性を 示 した ， 結節性多発動脈
炎の 1症例
0 多菩博文 ， 鈴木英彦 ， 加藤弘巳
矢野三郎 く富山医薬大第 1 内科う
飯田博行 く同 第2内科う
若木邦彦 く同 第 2病 理I
泉 三郎 く富山県立 中央病院内科1
座長 李 鐘大 く福井医科大学第 1内科
16． 急性腎孟腎炎 を契機に 発見 さ れ た腹部大動脈癖周
囲線推症の 1例




17． 虚血性心疾患の診断 に 関す る Holte r心電 図の 誘
導部位 に つ い て
一 体表面電位図か ら の検討
－
0 広野 正 明 ， 横井宏佳 ， 前野孝治
久保田幸次 ， 高 田重男 ， 池田 孝之
服部 借 く金大第 1内科I
18． 心拡大 ， 心嚢水貯留 を認め た C R ES T症候群の 1
例




19． 定期的住民検診 に て 房室 ブ ロ ッ ク の 進行 を 診断
し， 重篤な症状の発現前 に 治療 し得た 1例
0 岡本清也 ， 木倉敏彦 ， 大江 浩
根井仁 一 く城端厚生病院内科I
清崎浩 一 ， 古ヱIl幸夫 ， 寺 中正 昭
く同 外科う
B会場
座長 内田 三 千彦 く福井医科大学第 1内科
1 ． P R O L Y M P H O C Y TI CL E U K E M IA の 1例
0 山 口 正 木 ， 中条達也 ， 井野 秀 一
真智俊彦 ， 四 蔵直人 ， 上 田 幹夫
宮森弘年 ， 斎藤婦 人 く恵寿総合病院内和
犬竹茂樹 く金大第 3内科う
2 ． L GLく1a rge gr a n ula rlym pho cytelle uke mia の 1
．例
0 上 田 幹夫 ， 桝田 昌之 助 ， 梶波康二
森 晴男 く芳珠記念病院内科1
中条達也 ， 森 孝夫 ， 松田 保
く金大第 3内科ラ
片山啓太， 小 泉晶 一 ， 立浪朋 子
く金大小児科う
3 ． 胸壁腰痛 に て再発 し た A M Lの 1 例
0 山崎国男 ， 元尾南洋 ， 市原和俊
山崎 徹 ， 井上 恭 一 ， 佐々 木博
く富山医科薬科大第3内科う
桑原卓美 く同 中央検査部う
4 ． 血 清 ga m m a－interfe r o nの 高値 を認 めた 亜 急性壊
死性 リ ン パ 節炎の 1 例
0 平山幹生 ， 武藤多津郎 ， 中崎繁明
得田 彰 ， 道鏡正規， 中永昌夫
佐藤富貴子 ， 郡 大裕 ， 藤木典生
く福井医科大学第 2内剛
中尾直樹 く愛知医科大学第 4 内剛
5 ． 多発性牌膿瘍 を合併 し ， 摘牌 を実施 した 急性白血
病 くF A B－ M 2う の 1 例
0 仁木健雄 ， 塩原信太郎 ， 大塚 実
鈴木 志津 子 ， 北川 義展 ， 立村森男
森永健 一 く浅 ノ 肛総合病院内柳
神野 正 博 ， 秋本龍 一 く同 外剛
座長 十倉保宣 く国立鯖江病院内科う
6 ． イ ン ス リ ン ， グ ル カ ゴン ， ガ ス ト リ ン の 高値を認
め た 膵 ラ氏島腫瘍の 1例
0 北川浩文， 臼 田 和生 ， 杉本尚樹
安部俊男 ， 桜井 登 ， 沢田大成
更 田康彦 く金沢市立病院内糾
飯 田茂穂 く同 外科
大井孝志 ， 上 田善 道 く金大第 1病葦削
7 ． DI Cで 初 発 し ， mic r o－ angiopathic he m olytic
a n e mia を合併 した 胃癌の 1 例
0 真智俊彦 ， 山本 誠 ， 稲津哲也





一D DD と tegafu r
．u r a cilの 併 用療法 を試み た
副腎癌の 1 剖検例
0 瀬田 孝 ， 藤 井寿美枝 ， 三 輪梅夫
大塚他善雄 く石Jll県立 中央病院内糾
柳瀬暗也 ， 篠崎公 秀 りと陸病院内糾
9 ． フ ユ ニ トイ ン 投与中に み られ た リ ン パ 節腫脹の 1
例
0 間藤和博 ， 潮木保幸 ， 柴 田 修
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福岡賢 一 ， 登 谷大修 ， 田 中延善
中屋 昭次郎 ， 柳 碩也
く福井県済生会病院内科う
吉 田 喬 く金大第 3内科う
10． 糖尿病の 経過中 に ネ フ ロ ー ゼ症候群 ， 急性腎不全
さ ら に は A R D Sを きた した 1剖検例
0 臼 田里 香 ， 大野秀彰 ， 内藤毅郎
野 田隆志 ， 竹 森康弘， 神保 正樹
野 田八 嗣 ， 山崎 隆吉 ， 太田五 六
く富山労災病院内科プ
座長 北尾 武 く国立療養所北潟病院内科う
11． 北潟病院に 於 け る糖尿病合併結核患者 の 検討
0 石 井 陽 ， 土屋 幡生 ， 北 智子
中崎繁明 ， 上 野良樹 ， 濱田 明
谷井淑夫 ， 北尾 武
く国立療養所北潟病院内科う
12． 肺動脈血栓 に よ る肺高血圧症 に 対 し て血栓摘除術
を行 っ た 1例
0 松下重 人 ， 尾山光 一 ， 八 木伸治
木田 寛
，
杉 岡五 郎 く国立金沢病院内柳
川筋道雄 ， 岩 喬 く金大第1外科1
13． 肺胆汁塞栓 の 1剖検例
0 高嶋清次 ， 林 茂
， 陳 志栄




向 仁 一 く同 外科コ
源 利成 ， 岡 田仁克 く金大第 1病理ン
14一 綿花様陰影 を呈 した サ ル コ イ ド ー シ ス の 2例
0 堀井広之 ， 石 垣 昌伸 ， 向坂 喜湖
山之 内菊香 ， 桜 井 滋 ， 松田正 史
高瀬恵 一 郎 ， 北川駿介， 大 谷信男
く金医大呼吸器内科う
小西 二 三 男 く金医大第 1病理J
15． 当院に お け る在宅酸素療法の 現 況
0 松沼恭 一 ， 中村 暁， 中村勇 一
村田 義治， 藤 岡正 彦 ， 村本信吾
く公 立 能登 総合病院内科う
座長 平山幹生 く福井医科大学第 2内剛
16， Myo clo nu s を主 徴と し た脳幹梗塞 の 1例
0 吉川弘明 ， 澤 弥生 ， 坂 戸俊 一
松原 四郎 ， 高守正 治 く金大神経内剛
17． 右椎骨動脈 の 硬化性変化 に よ っ て 中枢性の 睡 眠時
無呼吸 と覚醒 時頻呼 吸 を呈 した 1例
0 山崎雅英 ， 朝倉英策， 藤村政樹
吉田 喬 ， 松田 保 く金大第 3内科ン
古田寿 － く同 精神科う
18■ 末梢神経障害を併 っ た polyclo n al G am m oPathy
の 1 例
0 庚谷啓二
， 遠山龍彦 ， 川田純也
竹越国雄 ， 太田 正 之 ， 川野 充弘
奥田拾爾 く高岡市民病院内科う
19． 血栓性血小板減少性紫斑病くTT PI を伴 っ た 皮膚
筋炎 の 1剖検例
0供 田文宏 ， 岡部源 一 ． 安本耕太郎
泉野 潔， 高田正 信， 飯田 博行
篠山重威 く富山医科薬科大学第2内剛
野田 誠 ， 北川正 信 く同 第 1病理う
20一 両側反 回神経麻痔 を初発 と し運動優位 に 多発性脳
神経麻痔 を呈 した 1 例






1 ． 脳損傷 に よ る 言語障害患者の統計的観察
0野尻博美， 能登 谷晶子 ， 鈴木 重患
古川 イ札 宮崎為夫 ， 梅 田 良三
く金沢大う
2 ． 保存 的鼓膜穿孔閉鎖術 と戟室形成術 工塾 の 検討
0 斉藤武久 ， 斎藤 等 ， 涌井憤哉
岩城詠子 く福井医大う
真鍋恭弘 く湖北総創
3 ． 卵円窓欠損症例 の 手術経験
0 荒木伸彦， 山下 公 一 ， 相野 田紀子
佐々 木周輿 ， 松井 都 ， 宮 内博史
く金沢医大プ
4 ． 中耳脛内 に 内頸静脈 が露出 し て い た症例
0 角田篤信 ， 山下公 一 ， 宮崎 巨
松平登志正 く金沢医大う
5 ． 体性感覚検査の 情報処理 シ ス テ ム
把quitest syste ml の 実際
0 浅井正 嗣
， 渡辺 行雄 ， 小林英人
赤萩勝 一 ， 水越鉄 理
， 川崎 匡
く富山医薬大コ
6 ． 第工工期顧性咽頭梅毒の 1例
加藤千推子 ， 古川 快く金沢大う
梅 田千弘 く辰口 芳珠記念病院う
7 － B A R療法が著効 を 示 し た舌癌の 1 例
0 大角隆男 ， 石丸 正 ， 豊田 務
く厚生連高岡う
8 ． 下咽頭 ． 頚 部食道腫瘍の M RI診断の 意義
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0 五十嵐良和 ， 中川 肇 ， 大橋直樹
渡辺行雄 く富山医薬大1
9 ． 両側木村氏病の 1治験例
0 久保富隆． 斎藤 等， 坂下勤武
坪 川俊仁 く福井医大う
10． 最近経験 した 耳下腺腫瘍33例 に つ い て
0伊藤真人 ， 桝 田 耕 ， 石川 滋
滝元 徹 ， 梅 田良三 く金沢大1
11． 気管孔狭窄 に 対す る 関大術 の試案
0 豊田 務 ， 大角隆男 ， 石丸 正
く厚生連高岡1
12． 上 皮小休機能冗進症 の手術治療経過




座長 池田 一 雄 金沢医科大学麻酔科
1 ． 福井医科大学病院 5年間の麻酔科管理手術症例
の検討 － マ ー ク カ ー ド リ ー ダ ー を使用 して
－
0坪 田恭子 ， 川上 浩文 ， 藤林哲男
高波千栄美 ， 高橋光太郎 ， 後藤幸生
く福井医大麻酔科I
2 ． 術前評価と して の リ ス ク フ ァ ク タ ー 項目の検討
0神谷和男 ， 成瀬隆倫 ， 釈永清志
林 睦子 ， 久世 照五 ， 伊藤祐輔
く富山医薬大麻酔科う
3 ． 宮 山県 に お ける 急性薬物中毒の実情
－ ア ン ケ ー ト ー 調査 よ り －
0岩城久美， 広 田 弘毅 ， 中西拓郎
く富山市民病院麻酔科1
4 ． 反復 エ ト レ ン麻酔 と肝機能
0岸槌進次郎 ， 紫藤明美 ， 元 塚朗子
く国立金沢病院麻酔科フ
5 ． 新 し い 鎮痛薬セ ダペ イ ン を用い た N L A変法麻酔
0 高倉 康 ， 原田 純， 麻生佳津子
藤林哲男 ， ノーLヒ浩文 ， 後 藤草生
く福井医大麻酔科う
6 ． 配偶 子卵管内移入術 くGI F Tう の麻酔経験
0 大桑正名 ， 松 田知之 ， 太 田 浮
田辺 毅 ， 城崎彦 一 郎 く福井赤十字病院麻酔科1
西 修 ， 山田 良 く同 産婦人科1
青野 允． 森 秀磨 く金沢医大麻酔科一
座長 佐藤根敏彦 富山医薬大手術部
7 ． 麻酔 導入 後気管支痩攣 が発生 した 1症例
0 片岡久範， 井上 智子 く富山労災病院麻酔科1
山元康徳 ， 櫛田 康彦 ， 浅地 直
吉田 豊 ， 村上 誠 一 く金大麻酔科1
8 ． T hiamylal投与に よ り アナ フ ィ ラ キ シ
ー 様 シ ョ ッ
ク を生 じた 1症 例
0 岡宗眞 一 郎， 池 田 一 雄 ， 海 老原聡
三浦淳司 ， 青野 允， 森 秀磨
く金医大麻酔科う
9 ． 逆行 ガイ ド と フ ァ イ バ ー ス コ ー プの 組 み 合わ せ に
ょ っ て 気管内挿管 を行っ た挿管困難症 の 1例
0 松本泰作 ， 小林宏充 ， 櫛 田康彦
山本 健 ， 村上誠 一 く金大麻酔糾
10． 気管内挿管時脱落 し た歯牙 が 気道内異物と な っ た
1症例
0 示 野 勝 己 ， 浜谷 和雄
く石川県立中央病院麻酔科1
11． 巨大卵巣嚢腫 の 麻酔経験
0 二 上 昭 ， 浜谷 和雄
く石 川 県立 中央病院麻酔科う
遠山 一 書 く高岡市民病院麻酔糾
座長 樋 口 昭子 富山県立中央病院麻酔科
12． 褐 色細胞腰桶出術 の 麻酔経験
0 金丸聡人 ， 池 田 一 雄 ， 青野 允
森 秀磨 く金医大麻酔科1
13． プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン El に よ る褐 色細胞腰 の 麻
酔管理
0 丹羽 真理 子 ， 坪 田恭子 ， 原田 純
高倉 康 ， 中嶋 一 雄 ， 後藤草生
く福井医大麻酔柳
14． 甲 状腺機能冗進症患者の 緊急 手術 の 麻酔
0 森 一 朗 ， 滝 康則 ， 石田 浩
野村俊之 ， 上 田隆夫 く福井県立病院麻酔科
15． 経 尿道的前立腺摘除術中に 発 生 した 水中毒の 2例
0 林 道 子 ， 山本 健 ， 小林 勉
村上誠 一 く金大麻酔糾
16． 教室形成術と利尿
0 紫藤明美 ， 岸槌進次郎 ， 元塚 朋子
く国立金沢病院麻酔糾
座長 浜谷和雄 石川県立 中央病院麻酔科
17． 筋 弛緩 モ ニ タ ー 用 トラ ン ス デ ュ ー サ
くAc c eleration Tr a n sdu c e rl の 試用 経験
0 櫛田康彦 ， 杉本祐司， 井上智子
東藤義公 ， 小林 勉 ， 村上 誠
一
く金 大麻酔糾
18． 全自動 pHノ血液 ガ ス 電解質分析器
くC O R N 王N G 288う の 使用経験
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0 堀 真澄 く富山医薬大救急部う
増田 明 ， 伊藤祐輔 く同 麻酔科I
中丸勝人 く同 手術部う
19． 成形 ソ ー ダ ラ イ ム の 発塵 に つ い て
0 浦野 博秀 く福井医大手術部I
28． 各種回 路に お け る バ ッ ク 内圧 の 検 討
0 森川 茂， 渋谷伸子 ， 山崎光章
久世照五
， 伊藤祐輔 く富山医薬大麻酔科フ
高道昭 一 く同 手術部フ
21． 酢酸代謝検討の ため の 仁14－Cト 酢酸 の 測定法 に つ
い て
0 山本昌子 ， 久世照五 ， 平井康子
伊藤祐輔 く富山医薬大麻酔科J
宮原龍郎 ， 狐塚 寛
く同 薬学部臨床分析学J
座長 原 田 純 福井医科大学麻酔科
22． 体液管理 に 難渋 した 重症呼吸不全 の 1例
0 窪 秀之 ， 樋 口 昭子
く富山県立中央病院麻酔科J
北川和久
， 加納美樹子 ， 竹 下 元
く同 耳鼻咽喉科1
23■ S．G ペ ー ス ポ ー ト ． カ テ ー テ ル の ペ ー シ ン グ に よ
り術後の 完全房室 ブ ロ ッ ク を処置 しえ た 1例
0 高橋麗 子 ， 宮腰英和 ， 佐伯善機
く厚生連高岡病院麻酔科う
24一 ペ ー ス メ ー カ ー くD D Dう 作動下 の 患者 に 対 す る
E S W Lの 麻酔経験
0 松 田富雄 ， 安原真埋 ． 青野 允
森 秀麿 く金医大麻酔科う
坂本 滋 く同 胸部外科ン
下 在和
， 津川 龍三 く同 泌尿器糾
25－ 人 工 骨頭再置換術後 に 生 じた遷延 性出血傾向の 1
症 例
0 広 田弘毅 ， 岩城 久美 ， 中西 拓郎
く富山市民病院麻酔科1
中村琢哉 ， 増山 茂
，
天 谷 信二 郎
手井喜久男 く同 整形外科1
座長 山本 健 金沢大学麻酔科
26． ペ イ ン ク リ ニ ッ ク に お け る 皮膚温度 イ ン ジ ケ ー
タ ー の 使用経験
0 渋谷 伸子 ， 増 田 明， 伊藤祐輔
く富山医薬大麻酔科う
27． サ ー モ グ ラ フ ィ く工NF－201 Uう を用 い た寒冷血管
反応の 評価
0 元塚 雅也 ， 東藤義公 ， 鹿 田幸次郎
小林 勉， 村上 誠 一 く金大麻酔科う
28■ 内臓 神経 ブ ロ ッ ク時 に お ける造影所見の 解析
0 生垣 正 ， 山 田秀治， 亀田 勉
く市立 砺 波病院麻酔科フ
村上誠 一 く金大麻酔科う
29． 高圧 酸素療法下 の 耳痛 と テ ィ ン パ ノ グ ラ ム との 関
係
0 久原英範， 増 田 明 ， 渋谷伸子
伊藤祐輔 く宮山医薬大麻酔科う







く も 膜下出血後 3 日以内に 手術 を施行 した破裂脳動
脈癌55症例の う ち73％が社会復帰 した ． 予後不 良因子
は Hu nt8t H色s s n e u rologic algr ade V と 血 管れ ん縮
に よ る delayed ischemia で あ っ た ． 今 回 ， 1 7例 の
delayed ischemia を検討 した結果 ， 術中血腫除去率の
低下 ， 術 前 C T S A Hgrade の 悪 化と 共 に delayed
ischemia の発生率が増 えた ． 術中 ， 血腫 除去 が良好 で
あ る 軌 v olu m ethe rap yの 効果が得 られ た ． delayed
ische mia の う ち65％が 社会復帰 した ．
手術成績向上 の た め に は ， V Olu m ether ap yの 効果
を上 げる こ と で あり ， そ の た め に は術中， 可及 的に 血
腫 を除去す る こ と
，
delayed ische mia 発 生前に ， あら
か じ め n o r m o vlemia に し て お く こ と ， V Olu m e
the rap y の 開始 を発 症後早期 に 行う こ と が重 要 と考 え
ら れ た ．
2 ． くも 膜下出血重症例 の 検討
0 富子達史 ， 倉内 学
く高岡市民病院脳神経外科ユ
く も膜下出血発症か ら 来院迄 3時間以内 の Hu nt
Ko s nikgrdeIV， V の41例 を対象と した ．
1
C T所見 で
は ， Fisher の gr o up3，4 が殆 どで あ っ た ． ク リ ッ ピ ン
グ手術21例の 札 5 例が go od， 16例 が po o r re s ult．
V－P シ ャ ン ト 1 例は go od， 脳室体外 ド レ ー ナ ー ジの
6例及 び非手術13例 は de ad． 予後 良好例 に は ． 早 期に
症状が 改善 した も の 及 び肺水腫 ， 急性水頭症の 治療で
良転 し たも の が あ っ た ． 又11時間後 に gr ade がI Vに な
り良好な結果 を得た例 があ っ た ． 予後不 良例の主 な原
因 は ， 血管れ ん 縮 7例 ， 脳内血腫 が 5例 と多か っ た ．
又65才以上 が 半数の 8例 を占 めた ． 重 症く も膜下出血
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に 対 して まず症状悪化因子 を除 き 少 な く と も gr ade
IV まで 期待 し ． か つ せ い ぜ い 70才迄が手術適応と考 え
て い る ．
3 ． 過去 5年間に 当院 で 経験 して ク モ膜 下出血 で発症
し た後頭蓋常勤脈癖症例
0 寺林 征 ， 伊藤 靖 ， 小 澤常徳
斉藤明彦 ， 杉山義昭
く富山県立 中央病院脳神経外科う
後頭蓋簡ク モ 膜下出血症例 は 7例 あ っ た ．
種々 の 問題 の た め急性期手術 を避 け ， 慢性 期 に 直達
手術 した 3例 くV A－union， V A－diss e ct， B A－A IC Aの
各 1例l で は ， 手術 を安全に 行 えた ． V A－PI C A動脈
癌 3例 の う ち ， 急性期 に 手術 を し た 2例 は再出血で失
い
， 他の 1例 は Dayl に 回復傾向 を示 し ， 直達手術 に
より 社会復帰 し えた ． V A－PI C A動脈膚以外に は急性
期直連字術 を行 っ た経験 は な い ． 発 症後 6時間以内に
施行 した血管造影中に ， 再出血 し ， 死亡 した症例が 1
例 ある くP C－pO St， C ho roidl．
4 ． 硬膜下血腫で発症 し た左中大脳動脈癌 の 1例
0 飯田隆昭 ， 佐藤秀次 ， 伊東正 太郎
梅森 勉 ， 鬼塚圭 一 郎 く金沢脳神経外科病院う
くも 膜下出血 を伴わず ， 急性硬膜下血腫 の み で発症
した 中大脳動脈癖 の 破裂例を経験 した の で 報告す る ．
症例 は39才の 女性 ． 昭和62年 2月22日外傷な どの 誘引
な く 就寝直後 に突然激 し い 頭痛 と嘔吐 が出現 ． 入 院時
神経学的所見 は正 常 ． C T， M RI で， 左 前頭側頭部 に 薄
Vl硬膜下血腫が認 め られ たが ， く も 膜下出血 は な か っ
た ． 左頸動脈撮影で ， 左中大脳動脈分岐部に 下向き の
褒状動脈痛 く8X4m mう が 認め られ ， 脳動脈癖 ク リ ッ





く も膜下出血は なか っ た ． 直視下 に は脳動脈癖と
も 膜の癒着 の有無は確認 し な か っ た が ． く も膜下出
血 を伴わず硬膜下血腫の み形成 さ れ た機序 は ， 脳動脈
痛褒部 とく も膜 が癒着 して お り ， こ の 癒着部が破綻 し
直接硬膜下脛 に出血した も の と推察 した ．
座長 能崎純 一 く公 立加賀中央病院う
5 ． 片頭痛 を伴 っ た 未破裂動脈癌 の 2例
0 勝村浩敏 ， 久保 田鉄也 ， 半 田裕 二
古林秀則 ， 林 安
く福井医科大学脳神経外科う
眼裔部の 片頭痛様 の 痛み を認 めた 未破裂脳動脈癌の
2例 を報告す る ．
症例 工 ． 37才 ， 女性． 6年前 よ り月経時 に 拍動性の
痛み を左眼 裔部 よ り左 前頭 ， 側頭部 に 認 めて い た ． 脳
血 管撮影 に て左 後大脳動脈 Pl 部に 直径 20m m の 動脈
癌 を認 め た ， 動 脈痛 ク リ ッ ピ ン グ を行 い ， 痛 み は消失
した ．
症例工1． 50才 ， 女性 ． 3年前よ り 左右眼蘭部痛 を認
め ， 内服 に て 痛 み は消失 し て い た ■ 脳血管撮影 に て 直
径 5m m の 左眼 動脈癌 を認 め た ． 動脈癒 ク リ ッ ピ ン グ
を行い ， 痛 み は 消失 した ．
症例工 に お け る 痛み の 原因 と し て 血管 の 痛覚感受性
部位 よ りの 放散痛 ， 症例工工で は ， 硬 膜の 痛覚感受性部
位 よ り の 放散痛 が疑 われ た ．
未破裂脳動脈癌 の 症状 の 一 つ と し て片頭痛様の痛み
の重要性 を再確認 した ．
6 ． 多発性静脈血管腫の 1例
0 能崎純 一 ， 鹿瀬敏士
く公立加賀中央病院脳神経外科1
島崎真人 く同 眼科う
脳静脈還流異常 に 眼領内静脈瘡 ， 脳内静脈 癌 を伴 っ
た34才 女性 の 症例 ．
主訴 及び 所見 こ右眼球間欠的突出， 前額部 の 拡大し
た 静脈性 ， 皮下腰痛 くc a v ernOuS a ngio m al ．
家族歴 こ 異常な し ．
CAGこ両側 と も に 動脈相に 異常 な し ． 静脈 相で ， 右
前頭蓋底 に 静脈癖 を ， 右側頭 に 拡張 した 静脈の集積を
認 め る ． 両側で m edulla ry v ein が描 出さ れ ， 脳表の 静
脈 は ， 主 に 下矢状洞 へ ， 左 は 一 部頭蓋外 へ 流れ る ． 眼
静脈造影 で は 眼裔内静脈痛が見 られ た ．
Lo w pr e ss u re syste m に 伴 う 脳静脈癌 の n atur al
histo ry は不明 で あ る ． し か し脳室内出血 ， く も膜下
出血 ， 出血 性梗塞 を発症 し た 例 が あ る ． こ の 症例 で
は ， 静脈還流 へ の 影 響 ， 手術侵襲 ， が と も に 少なく思
われ る ， 脳静脈膚の Clipping の 手術適応 を検討 した．
7 ． PI C A末棺部動静脈奇形 ， 動脈癒合併例術後に 生
じた slit v entricle の 1例
0 東 徹 ， 大橋雅広
く市立 砺 波総合病院脳神経外科
山本信孝 く金沢医科大学脳神経外剛
PIC A末梢部動静脈奇形 と流入動脈 に 発生 した動脈
癌 の 合併例 に お い て V－P シ ャ ン ト後 ， Slit v entricle
と 一 過性 の 脳圧冗進症状 を示 し た 1 例 を報告 する ． 症
例 は4 1才女性 ， 突然 の 頭痛 と悪 心 ． 嘔吐 ． め ま い に て
発症 ， 初診時意識 は清明 で項部強直 と両外側注視眼撮
を認め た ． C Tsc a nに て く も膜下出血 と 左小 脳半球内
血腫 を ． 左 V A Gに て PIC A末輪郭 に 動静脈奇形と動
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脈癌を認 めた ， 発症 2 週間後動脈瘡 ク リ ッ ピ ン グ及 び
動静脈奇形摘出術施行， 出血部位 は動脈癌で した ． 術
後水頭症 を認め た た め ， V－P シ ャ ン ト施行 Holte r型
中庄 バ ル ブを使用 し た ． 術後約2週間後 C Ts c an に て
Slit v e ntricle を 認 め る と 共 に flu shi喝 de vic e の
c oming up 遅延 ， 頭痛 めまし1歩行障害が出現脳圧降下
剤投与に て症状お よ び シ ャ ン ト機能改善 ， 脳室拡大 を
認めた ■ PI C A末栴部動静脈奇形 と動脈癒合併例お よ
びシ ャ ン ト後の Slit v e ntricle に 関 して 若干 の 考察 を
加え報告した ．
座長 土屋 艮武 く福井県済生会病院ユ
8 ． 虚血 性脳血管障害 に 対す る S T A－ M C A吻合術
一術前術後の脳循環動態れ
0 東壮太郎 ， 得 田和彦 ， 正 印克夫
黒田英 一 ， 池 田清延 ． 伊藤治英
山下純宏 く金沢大学医学部脳神経外科う
S T A－ M C A吻合術前後の 脳血 流量 の推移 を検討 し
た ． 症例 は IC閉塞 6例 ， M C A狭窄 1例 ， M C A
閉塞1例 で ある 脳血流量 は I M PSPE C T より算出 し，
追跡期間 は3 へ 23 ケ 月 である ． 結果 二 術前 の脳血 流量
が 45ml1100gノmin 以下の 4 症例 で は ， 術後 1 句 2 週
間の 相対的過潜流の 時期 を経 て ， 術前 よ り改善 した 値
で平衡状態に 達 した ． こ の 相対的過清流 は術前 の 脳血
流量が低い 程高度 で あ っ た ． 術前の 脳血流量 が 45mlノ
100gノmin 以 上 の 2症例で は術後の 過濯流 は認 め ら れ
なか っ た － 術後慢性硬膜下血種 を合併 した 2症例で は
その時期に 一 致 して 脳 血 流量 の 低下 を認め た ． 結論 二
術前に慢性的低潜流状態 に ある 症例 で は血行再建術 に
よ り術後 1 へ 2 週 間 に わ た り 相対的過濯流が 出現 す
る ．
9 一 若年者脳底動脈閉塞症の 1例
0 加藤 甲 ， 高 田 久
く氷見市民病院脳神経外科フ
根上利宏 く同 神経内科ン
若年者の 脳底動脈閉塞 に よ る閉 じ込 め症 候群 をき た
した症例 を報告 した ． 症 例は17才 ， 女 阻 既往歴 ， 家
族歴 に は特記す べ き事 な く ， 四肢麻痔 ， 意識障害に て
発症 ． 脳脊髄液 は血性 で 脳底動脈 は A 工CA 分岐部で 完
全閉塞し てい た ■ 右椎骨動脈 は低形成 ， 左椎骨動脈 は
頭蓋内進入部位 で窓形成 を呈 して い た が ， 解離性動脈
瘡を示唆す る所見 は認 め なか っ た ． 心疾 患な く ， 血 液
生化学的検査は全 て正 常 ． ア ミノ 酸分机 免疫学的 に
も異常 はな か っ た ■ 従 っ て各種疾患 に よ る血 管炎 は考
え難く ， 脳底動脈閉塞の原因は確定出来 なか っ た が ，
若年者の 原因不明と さ れ て い る閉塞性血管障害の中 に
は剖検 に て 解離性動脈瘡 と診断さ れ る事が 多く 本例 の
場合も 血 管撮影等に て 特徴的な所見 は得 られ な か っ た
が 解離性動脈瘡 の 可能性 は 否 定 で き な い と 考 え ら れ
る ．
10■ 興味 ある 臨床経過を と っ た特発性内頸動脈海綿静
脈洞療 の 1例
0林 央周
， 津村貢太朗 ， 栗本昌紀
長堀 毅， 岡 伸夫 ， 高久 晃
く富山医科薬科大学脳神経外科う
症例 は57才女性． 昭和63年 2月10 日頃よ り右側に 拍
動性耳鳴 り自覚 ， 2月20 日頃よ り右眼 瞼腫脹 ， 3月初
め に 右眼球結膜充血 に 気付き ， 4月17日に 当科外来を
受診 した ■ 4月26 日の 右 C A G で右上 眼静脈 を主 な流
出静脈と す る C C Fを認 めた ． そ の後 ， 5月25 日に 突
然耳鳴 り は消失 した が
，
5月29 日頃か ら眼球結膜充血
． 眼瞼腫脹 ． 眼瞼 下垂 が 増悪 し た ． 6月 8 日 の 右
C AG で は C C F は消失 し ， 6月15日 の眼 帯静脈撮影で
は右上 眼静脈 ■ 海綿静脈洞の閉塞 を認め た ． そ の 後症
状は次第 に 改善 し ， 消失 した ．
本例 に み られ る如く特発性 C C F の踵過 に お い て ，
症状増悪 は自然治癒機転 の進行 を示 す場合が あ る こ と
を 強調 した ．
座長 徳力康彦 く福井赤十字病院1
11． 術後 小脳出血 をき た した症例 に つ い て
0 大橋経昭 ， 徳力康彦 ， 武部吉博
金 雀坤 ， 堀康太郎
く福井赤十字病院脳神経外科う
左側頭頂部 に 認め られ た ， 比 較的広範な梗塞を伴う
脳動静脈奇形の関頭術後 に
， 対側小脳出血を来 した 1
例 を経験 した ． 術野 と遠隔部位 の脳内出血の発生機序
に 関 して は
，
減圧 に よ る正 中構造 の急激 な移動 に よ る
脳 実質内血管 の 損傷 ， n O r m al perfu sio n pr e su re
br e akthro ugh， 気管内挿管や 抜管 の際の 一 過性 の 過
度 の 血圧 上 昇 に よ る 高血 圧性脳内出血 な どが 考 えら れ
て い る ． 今回 の 症例 で は
，
左頭頂部に 比較的大き な梗
塞巣が あ っ た こ と ， 並 び に 術時 の 体位 に よ り右側 の
jugula r v eno u s c o njestio nの 可能性が無 か っ た か の 2
点 に 注 目 し 考察 を 行 っ て み た ． tr a n ste nt。rial
dia schisis の 可能性 と ， それ に よ る稀弱化し た血管 に ，
Ve n O u S C O nje stion よ る異常 な圧力が加 わ っ た た め の
破錠出血 と考 え た ．
12． Nd． Y A Gレ ー ザ ー が 有効 で あ っ た 大脳鎌髄膜腫
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の 1治験例
0 吉田 一 彦 ， 相原謙悟 ， 斎藤研一M一
山本祐 一 ， 村田 秀秋
く福井県立病院脳神経外科う
症例 は63才の 女性 ． 意識消失発作 と右下肢 の 不 全麻
痔 を認 め来院 した ． C Tス キ ャ ン で大脳鎌左側中央 よ
り 上 方は左頭頂葉皮質， 下方 は左側脳質休部 へ 至 る径
5 X 6c m の 不正 円形の高吸収域 を認め ， 造影剤 で 著
明 に増強さ れ た ． 左 CAG で ， 前大脳動脈 か ら の 多数
の 栄養動脈上矢状洞 へ 注 ぐ dr ain er を持 つ 腫 瘍陰影 を
認 め た ． 手術時 ， 腫瘍 は弾性硬且 つ 著 し く 出血 性 の
為 ， ル ー プ電極な どの 単極な い し双極電気凝固器 で は
摘出操作は極 めて 困難で あ っ た が ， N d－ Y A G la s erを
用い 出力を20句 40 W と して ， 腫 瘍組織 を蒸散 し あ る
い は腫瘍切除に 伴う 出血 を止 め ， 全摘出 し えた ■ 組織
は ， fibr obla stic type の髄膜腫であ っ た ．
座長 相原謙憶 く福井県立病院う
13． 第III脳室 Xanthogr a n ulo m aの 1例
0横山雅人 ， 中村 勉 ， 佐 々 木尚
竹内文彦 ， 熊野 宏
一
， 山本 信孝
鈴木 尚 ， 郭 隆壕 ， 角家 暁
く金沢医科大学脳神経外科う
52才女胤 主訴は両側頭部痛 と嘔 吐 一 神経学的異常
は な い が ， 血清 コ レ ス テ ロ ー ル は 高値 だ っ た 一 C T ，
第 m脳室モ ン ロ ー 孔部と左側脳室 三角部に 低 吸収性で
増強効果 を示 さ な い 腰痛 を認 め ， 水頭症 をき た して い
た ． M RI で は， 腰痛 は lo ng Tl， lo ng T2 を示 した ．
経 脳室脳梁的に 第m脳室内腫癌摘出を施行 一 肉眼的 に
は淡黄緑色の 装腫 で ， 組織学的 に は ， 上 皮構造 は な
く ， 泡沫細胞が多数あ り ， 多核球の 浸潤 と へ モ ジ デ リ
ン 顆粒を 認め た ． Xa nthogr a n ulo m a と診断 した 一 側
脳室三 角部の腰痛も ， 同 一 の 組織 と考 え られ る ． 患者
J
は神経症状 を残 さず退院した ． Xa nthogr a n ulom a も
ま れ に 水頭症 をき たす こ とが 知 ら れ て お り ， 本例 も そ
の 1例で ある ．
14． 後頭蓋裔 に 転移 した胸壁悪性 リ ン パ 腫の 1 例
0 宮森正 郎 ， 木多真也 ， 石瀬 淳
山野清俊 く宮山市民病院脳神経外科う
草野義徳 く同 呼吸器外科う
高柳 甲立 く同 研究検査料う
頭蓋内転移性の悪 性 リ ン パ 腫は ， 脳腰瘍全国統計 に
ょ れ ば0．9％の 発生頻度 と言う ． 症例 は ， 70才男性 ， 既
往歴 に48年前結核性胸膜炎に 曜軋 昭和62年11月 よ り
胸痛出現 し， 当院外科 にて胸壁悪性 リ ン パ 腫 と診断 し
た ． 意識障害が出現 し当科転科 した ． CT で は， 小 脳
虫部と 左 小 脳半球 に 低吸収域 が有り ， 2 ケ 所増強効果
を認め ， 膿瘍摘出術 を行 っ た が 約10日後 に 死亡 した ．
死 因 は腸管腫瘍穿孔 に よ る 急性化膿性 腹 膜炎 で あ っ
た ． 免疫 グ ロ ブ リ ン の 染色 で は1gG と 入鎖の 抗体に 陽
性 で B c ell系リ ン パ 腫 と診断 され た ． 悪性 リ ン パ 腫の
中枢神経系転移例 は増加の 傾向 に あ り ， その 治療は今
後 の課題 で あ る ．
15． 成人 型ア ー ノ ド ． キ ア リ ー 奇形 の 一 治療経験
0 橋本正 明 く辰口 芳珠記念病院脳神経外科う
池田清延 ， 伊藤治英 く金沢大学脳神経外科1
成人塾 キ ア リ奇形は多彩な症状 を示 し ， 他の 大孔部
疾患 と の 鑑別 に 診断上注意 を要す る ． 本症の 一 治療経
験 に つ い て報告 す る ．
症例 は50才女性 ． 昭和58年右手 シ ビ レ 感 で 発症し ，
歩行障害の た め昭和62年11月 9 日入院 ． 神経症状は四
肢 の 腱反射克進 ， 四肢 末梢 に 強 い 筋力 お よ び 知覚低
下 ， 小 脳症状 ， 嘩 下障害 ， 味 覚低下 ， 右 僧 帽筋筋萎
縮 ， 舌の 左側偏位 な ど認め た ． C T－ m yelo で は ． Cl レ
ベ ル ま で 両側小脳扁桃 の 下垂 ， 延髄 圧迫変形所見を呈
し ， M R王画像 で は延髄圧迫所見 は不 明瞭 で あ っ た 一 後
頭下 減圧 開頭 ， C l， 2椎弓切除， 硬膜形成術 を施行し
た ． 本例 の 神経症状 は小脳扁桃 の 下垂 程度 よ り脳幹の
圧迫程度 に 左右 さ れ ， そ の Highr e s olution C T－ my－
elo の 所見 は M R工所見 よ り明瞭で診断上有用 で あ っ
た ．
座長 山嶋哲盛 く金沢大学う
16． 内耳道内に 限局 し た聴神経腫瘍 の 1 治験例
0 相原謙情 ， 村田 秀秋
く福井県立病院脳神経外剛
向井裕修 ， 大 西寛 明 ， 伊藤治英
く金 沢 大学医学部脳神経外剛
症例 は 2年来の 右耳鳴， 右聴力低下 を主 訴と し た44
才の 男性 で あ る ． 耳鼻科 に て 右聴神経腫瘍 を疑われる
も ， 造 影 C Tに て腫 癌は 不明 で あ っ た ． 1 988年 2月16
日 ， M R工で 右内耳道内に 限局 した腰 瘍 を 指摘 され ， 脳
神経外科に 紹介 さ れ た ． 同年3月 8 日 ， 右後頭下関頭
が施行 さ れ た ． 手術顕微鏡下に 錐体骨 を削り ， 内耳道
を開放 し ， 下前庭神経 か ら発生 し た直径 9m m の 腫瘍
全摘 し た ． 組織 は神経斡腰 で あ っ た ． 術後顔面神経麻
痔 は な く ， 耳鳴 は消失 した ． 術後右平均聴力 は4 1．25
d B で術前 の 3 0d Bに 比 し軽度 の 低下を み た が ， 右耳
で電話 の 使 用が 可能 で あ っ た ． 聴神経腫 瘍の 早期治療
の 重要性 を示唆 す る症例 で あ り ， 腫瘍 の 早期発見に は
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M RI が有用 で あ っ た ．
17． 腫瘍 内出血 で 発 症 し た聴神経腫瘍の 1 例
0 宇野 英 一
，
土 屋 艮武， 谷 一 彦
山 口 成仁 く福井県済生会病院脳神経外科ユ
腫瘍内出血で発症 した 盛胞性聴神経鞠腫 の 1例 を経
験した の で報告す る ． 症例 は5 3才女性で数年前 よ り
あ っ た軽度の 右難聴 が突然悪化 し同時 に 右顔面神経麻
痔が出現 ． そ の 2週 間後か ら体動揺 ． 歩行障害 ． 嘔 気
． 嘔吐が 出現 して き た た め 当科 を受 診 ． 神経学的 に は
軽度意識障害くI － 1 う， 右 角膜反射減軋 右顔面神経
麻痔， 右聴力喪失， 注視方向眼嵐 右小脳半球徴候
，
Ro mberg 徴候 が認 め ら れ た ． 頭蓋単純 Xp で 右内耳
道の 拡大 あ り ． C T で右小脳橋角部 に 高 吸 収値 の
niv ea uを形成 す る 3 X 3 X2．5c m 大 の 喪胞性腫瘍陰
影が認め られ た 一 脳腫 瘍摘出術 を施行し ， キ サ ン ト ク
ロ ミ ー な液と 暗褐色の流動性血腫 を有 す る褒胞性腫瘍
を確認一 組織所見は Anto ni A， B の 混 合型神経鞘腫 で
Sin u soid様血管の 増生と出血巣 ， へ モ ジ デ リ ン 沈 着
が多数認 めら れ た ．
18． 脳膿瘍の 1 剖検例
0 ノJl暮祐三 郎 ， 石倉 彰 ， 池田正 人
く国立金沢病院脳神経外科う
渡辺麒 七郎 く同 病理う
慢性関節 リ ウ マ チ の ス テ ロ イ ド療法中に 発症 し た脳
膿瘍の剖検例 を経験 した の で 報告す る ． 症例 は77才女
性で ， 40才頃よ り慢性関節リ ウ マ チ と 診断さ れ ， ス テ
ロ イ ドに よ る治 療 を受 けて い た ． 昭和63年 5月初め よ
り頭痛． 全身倦怠感
，
全身浮腫 が 出現 し心不全の 治療
を受 けたが ， 6月 9 日 よ り意識障害 ， 発熱が み られ
，
当科入院 とな っ た ． C T で は左側頭葉内に 輪状 に 増強
され る病変が認 め ら れ た ， 脳膿瘍 を疑 い
， 抗生 物質 を
投与し たが
， 意識状態 ， 全身状態と も に 悪 化 し ， 6月
19 日死亡 した ■ 脳 の 剖検 で は左 側頭案内 に 被膜形成 を
伴っ た膿 瘍が認 め ら れ た ． 本症例の よ う な 長期ス テ ロ
イ ド投予例 で は感染 の 危険性が高く ， 頭痛 や 神経症状
があ る場合， 脳膿瘍 を疑 い 早期に よ り 適切 な治療 を行
う べ きで あ る と考 え られ た ．
座長 中村 勉 く金沢医科大学う





西蔦英知春 ， 赤井卓也 ， 遠藤俊郎
高久 晃 く富山医科薬科大学脳神経外剛
難治性め ま い を訴え来院 し ， 逆行性椎骨動脈撮影 に
て 鎖骨下動脈途中ま で しか 造影さ れ ず， 前斜角筋切断
術 に よ り症状 の 改善を み た 2例 を報告 する ．
症例 1 ． 61才男性． 頚部 右向き で め ま い が 誘発 さ
れ ， 脳血管写上 も その 頭位 に て 左椎骨動脈 が造影さ れ
な か っ た ． 術 中， 前斜角筋が左鎖骨下動脈 を圧 排 して
い る事 を確認 し た ．
症例 2 ． 59才女 性 ． 頸部正 面 ， 右向き で ， 左椎骨動
脈が造影 され なか っ た が
， 術後症状 ， 脳血管写 い ず れ
も改善 した ．
20． 頸椎疾患 に お ける M RI の有用性
0 半 田裕 二 ， 竹 内浩明 ， 兜 正 則
久保 田紀彦 ， 林 辛
く福井医科大学脳神経外科I
脊椎 お よ び脊髄疾患37例 に お い て ， M RIの 診断上
の 有用 性 に つ い て m yelo C Tと の 比 較検討 を行 っ た ．
頸椎 変性疾患25例中6例に お い て ， M RI 上値信号 と
し て描出され る O PLL 等 の 骨化病変は m yelo C Tに
て よ り有意 の 所見 を示 した ． dis cpr otru sio n を示 した
4例で は ， disc の 変性 や脊椎管内 へ のdis c の 脱 出 は
M RI に お い て有意 に 描出さ れ た ． 脊髄 空 洞症 の 2 例
で は ， M RI はm yelo C Tに 優 っ て お り ， 空洞の位置
と大き さ を明確に 描出し得た ． 脊髄損傷や脊髄腫瘍の
症 例で は ， M R I は髄外の 病変 を示 す と と も に ， m yelo
C T で は描出困難 な髄内病変 や脳脊髄液の 動態 を 示
し
， 臨床上 重 要な情報 をも た ら した ． 脊髄お よ び 脊髄
疾患 に お い て ， M Rl はル ー チ ン 検査 と し て 診断上重
要な情報 を も た らす が ， 症例 に 応 じ て m yelography
お よ び m yelo C Tの 併用 が 必要 と考 えら れ る ．
21 ． 小 児て ん か ん の 1手術例
－M RIの 有用 性に つ い て －
0北林正 宏 ， 駒 井杜詩夫， 染矢 滋
中島良夫 く厚生連高岡病院脳神経外剛
て ん か ん原性焦点の 切除 に M R工が 有用 で あ っ た 1
例 を報告 す る 一 症例は11才男児． 受 診 9 ケ月前よ り小
発作 と右上下肢の 痙攣発作 を頻 回 に 認め た ． 初診 時神
経学的検査 で は異常を認め な か っ た ． 脳波 で 左 頭頂 一
後頭中心 に 稗波 を認め た ． X線 C Tで 左後頭葉 に 異常
低吸収域が疑わ れ た ． 造影剤増強効果 は なか っ た ． 脳
血 管撮影で は 異常 を認 め なか っ た ． M R工 に て 左後頭
葉に T2 強調画像で highinte n sity と して示 され る異
常が明 ら か と な っ た ． 術中所見 で は MR工の 異常部位
に 一 致 し て く も膜 の 白濁 ． 肥厚 が認 め られ た ． 脳表記
録脳波 で 同部 を焦点と確認 し， 切除 した ． 標本 は癖痕
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組織 で あ っ た ■ 術後 ， 脳波は正 常化 し． 発作 も消失 し
22． 繰り返 す発作性 の 嘔吐後 ， 眩章 と 口 周 囲の 知覚障
害 を来 した 2例 の検討
0岩渕 崇 ， 切 替典宏 ， 伊藤秀樹
く富山赤十字病院脳神経外科
血管写上右総額動脈 ， 椎骨動脈 の間歓的圧迫の所見
を見る例 は年令 に よ ら ず梗塞に 発展す る危険があ り
カ
ラ ー よ る保存的療法と手術が有効で あ る こ と を報告 し
た ． 症例 1 ニ37才男性 ． 13才頃 か ら発作性の嘔吐が あ
り脳波 ， C T は正常 ． ア ド ソ ン テ ス ト陽性 ． 血管写
で
間歌的圧迫の所見あ り ． 経過 中に 意識障害 ， 構音障
害 ， 口周囲の知覚低下， 噸下障害が生 じ U E投与
で 改
善後 に 頸部の手術 を施行 し治癒 一 症例 2 こ36才女性
．
発作性 の嘔吐が あ り ア ドソ ン テ ス ト陽性 一 血管写
で 間
軟的圧迫あ り ． 9 ケ月後症例 1と 同様梗塞症状 を呈 し
た が 頸推力 ラ ー を装着し症状は消失 ． 頸部捻転 に よ る
虚血症状と血管写上聞歓的圧迫の所見 を呈 し た17 5例
の う ち初診時お よ び経過中に 麻痔 を35例で 認め た
こ と
か ら脳虚血発作 の原因 と して重要で あ る 一
幕14会場 リ ハ ビリテ
ー シ ョ ン 医学分 科会
第19回 北陸リ ハ ビリ テ
ー シ ョ ン 医学集談会
一 般演題
1 ． 失語 を呈 した 一 文盲例
0酒井美幸 ， 大森周 二 埴生知則
く意寿総合病院ン
鈴木豆乳 能登谷晶子 く金沢大学病院1
2 ． 失語症 にお ける意味知覚 に つ い て
0 中野 徹 ， 鈴木敏雄 仙 田温泉病院う
亀井 尚 く福井医技専う
3 ． 重度失語症患者 の 文理解
0 亀井 尚 く福井医技専う
4 ． 漢字の 失読失香が み られ た 1例
0 白木幸 三 ， 古川 イ刃， 梅 田千広
橋本正明 く辰 口芳珠記念病院う
鈴木重乱 能登谷晶子 ， 大西寛明
く金沢大学病院う
5 ． 噴下障害と麻痔性構音障害の合併症に 対 す る機能
的ア プ ロ ー チ
0 吉川文乱 宮腰弘之 く鯖江 リ ハ 病博引
亀井 尚 く福井医技専I
6 ． 最重度重複障害児 に 対す る食事指導の実際




7 ． 線分 2 等分テ ス ト の 再考
0 清田 朱美， 吉田 栄子 ， 山本和徳




8 ． 線分 3等分 テ ス ト の検討
0 吉田栄 子 ， 清田宋美 ， 山本和徳




9 ． 脳 卒中患者の空間認知 に お ける 効き 目の検討
0 大塚弘美 く能登総合病院1
田中瑞美 ， 清田朱美 ， 吉 田栄子
山本和徳 ， 卜部弘子 ， 進藤弘美
く恵寿総合病院1
今寺忠造 く青山彩光宛う
10． 脳血 管障害の C T所見と運動機能
0 伊藤英樹 ， 切替典宏 ， 塩井美紀
館美智子 く宮山赤十字病院う
11． 簡易上肢機能検査 を用い た脳卒中後片麻痔患者の
患側 上肢機能評価 の試み
0 建部明代 ， 寺田佳世 ， 田 中昌代
小谷美紀代 ， 堀 田千恵子 ， 西出義明
酒井広勝 ， 土 場好美 ， 山口 昌夫
くリ ハ 加 賀八 幡温泉病院1
勝木道夫 く声域病院う
田川義勝 く金沢大学医短う
12． 片麻痔患者 の臥位 に お け る体幹 回旋筋力 に つ い て
0桑 野寛之 ， 中村康考， 石 井久雄
米田 尚 仲 村病院I
佐々木伸 一 ， 嶋 田誠 一 郎 く福井医大病院1
清水義昭 く福井厚生病院1
13． 脳血管障害急性期 の リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 成績
0塩井美紀 ， 伊 藤英樹 ， 藤井保寿
館美智子 ， 中林広枝 く富山赤十字病院う
14． 痴呆老人に 対す る デイ ケ ア
ー の 役割
0 村本智子 ， 梶川 民子 ， 堀 秀男
加藤昌子 ， 服部幾 之助 く鯖江リ ハ 病 掛
15． 高 度痴 呆患者の評価方法の検討 く工り
0 中澤久夫 ， 伊 藤清吾 ， 稲村 恵
川越清次 ， 藤波英司 く福井総合病院プ
苅安 誠 く福井医技郵
16． 四肢不全麻痔のある橋出血患者 の看護
一 AD Lの 自立 へ 向 けて －
1 063
0 中山美津子 ， 西 部春美 ， 安念澄 子
井端裕子 ， 中川智恵子 く高岡市民病院フ
17． 脳卒 中片麻痔患者の 更衣動作
－ フ ァ ス ナ ー 用 自助具の 使用－
0 中川英子 ， 稲葉 尚美， 清水義昭
小森吉晴 ， く福井厚生病院う
中林宰保 く福井医大病院う
米 田 尚 く中村病院1
林 正恵 く春江病院フ
18． 身体障害者の リ ハ ビ リ訓練 ． 介護 中に 生 じた 骨折
に つ い て
0 長谷好記， 長尾 竜郎 く高志 リ ハ 病院う
19． 呼吸機能回復訓練器 くス ー フ ルフ の 使用 経験
一第 2報 －
0 斉藤幸江 ， 島田 政則 ， 山 口 まゆ み
阿部文壮 く福井総合病院う
堀 秀昭， 髪元 朋史 く福井医技専う




21． プ ロ 野球投手の 肩関節 R O Mに つ い て
－ 一 般健 常人 と の比較－
0野原和彦， 辛島修 二 ， 後藤伸介
西村真由美， 山口 昌夫
くリ ハ 加賀 八 幡温泉病院う
22． エ リ エ ー ル を用 い た 筋力 ト レ ー ニ ン グ に 関す る 1
報
0 松浦康考， 山田俊昭， 堂前隆志
三井徳 明 ， 神戸 晃男， 出水利雄
竹野博臣， 西村誠次 ， 東 田紀彦
岡田正 人 く金沢医科大病院う
山 口 昌夫 くリ ハ 加賀八 幡温 泉病院ン
23一 脊髄損傷 に お け る 坐位 バ ラ ン ス
0 宮沢洋 一 ， 青山邦彦 ， 林 正 岳
相木 一 秀
，
和田 文治 ， 堀 秀昭
御油嘉津子 ， 奥谷潤 一 郎 く福井総合病院1
24． 高齢股離断患者 に 対 す る ハ ー フ ソ ケ ッ ト付き 松葉
杖の試作
0 中島邦博 ， 青山邦彦 ， 林 正 岳
山 口 まゆ み く福井総合病院う
田中 諭 く福井メ デ ィ カ ルう
25． 下 腿切 断を施行 した We r n e r症候群 の 1症例




26． 遅延型 ギ ラ ン バ レ ー 症候群の 1症例
一 装具療法 に よ り復学が可能 とな っ た例 一




林 正恵， 松山俊也 ， 田 嶋神智
く春江病院J
28． 熱傷患者の 1症例
0 西村誠次， 山田俊昭 ． 堂 前隆志
三井徳明， 神戸晃男 ， 出水利雄
松浦康考， 竹野博臣 ， 東 田紀彦
岡田 正人 く金沢医科大病院う
山口昌夫 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院ン
第1 5会場 整形外科分科会
第108 回北陸整形外科集談会
A ． 小 児 の 股 関節痛
松永隆信 く岐阜大学医学部整形外剛
B ． 一 般演題
1 ． 境骨近位端 に 発生 した Fibr o u sdysplasia の 1例
0 水谷善弘 ， 佐々木雅仁 ， 岡田正 人
く金医大整外う
2 ■ Oste o mala cia の 1例
0松 田宗久， 吉村光生， 長谷健司
萩原道博 ， 井村慎 一 く福医大整 射
3 ． 足部結核 の 2例
0 長谷健司， 千葉英史， 萩原道博
井村慎 一 く福 医大整外う
4 － 小 児化膿性踵骨骨髄炎の 2例
0 河合武司， 樋 口 雅章 ， 沢田米造
菅原洋 一 郎
， 藤 田国政， 宮崎憲太郎
く富山県立中央病院整外J
5 ■ 踵 骨剥離骨折 を伴 っ た ア キ レ ス腱 断裂の 1例
0 内田 理 ， 仲井間憲成 ， 三 橋 雅
西 岡 孝 く黒部市民病院整外う
6 ． 後方転位 をき た し た鎖骨内即骨端線離開の 1症例
0 森 田裕司， 神代靖久 ， 森田 多哉
く社会保険高岡病院整外う
山田 均 く富山医薬大整外う
7 ． 脛骨骨折手術 の 反省 くdu al plate 法 を 中心 と し
てう
0 三秋 宏 ， 木嶋光仁 ， 米沢繁男
川北 篤 ， 中谷欣 二 ， 重信弥八
森川幹久 ， 近藤 啓 ， 大場 昭
加藤 日出治 ． 細川外書男 ． 波多野茂
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広瀬鎮郎 ， 高 田 宗世 ， 宗広忠平
石野 津 ， 山岸範明 く金沢市整外開業医会J
8 ． 幼児大腿骨頸部内側骨折 の 1例
0 鳥幡康充 ， 山田義夫 ， 中条正 博
く市立敦賀病院整外う
9 ． 精神疾患を有す る大腿骨頸部骨折 に つ い て
0 米澤幸平 ， 一 前久芳， 糸川秀人
勝木保男 く国立金沢病院整外1
近沢茂夫 ， 佐野 誘 く同 精神神経科1
竹多外志 く同 名誉院長つ
10． 感電 に よ る 両肩腱板裂の 1例
0 玉 木茂行 ， 野尻 正 憲． 山本慎吾
山田 茂 く福井赤十字病院整外う
11． 肩関節鏡視の小 経験
0萩原道博 ， 大橋義 一 ， 長谷健司
井村慎 一 く福医大整外う
12． 小児の 内旋歩行 に対 する 下腿減捻骨切 り術
0 大野賢朗 ， 野村忠雄 ， 林 律子
中村琢哉 く石川整肢学園I
13． 両側 先天性股関節脱 臼の 治療成績 く10年以 上 経過
例ン
0 中村琢哉 ， 野村忠雄 ， 林 律子
大野 賢朗 く石川整肢学園う
14． 骨移植 を併周 した T K RくMa rk 工1Iう の経験
0生方 彰 く城北病院整外1
高 田 泌 く宵山協立病院整外う
15． 末梢神経 に発生 した神経鞠腫
－そ の発育形態 に つ い て の 一 考察 －
0影 近謙治 ， 富 田勝郎， 本 田敬宜
川北 哲 ， 土 屋弘行， 池田和夫
野村 進 く金大整外う
16． 腰椎砂時計腫の 1例
0 三 治秀哉 ， 岡田 正 人 ， 西島雄 一 郎
く金医大整外う
17． 透析患者に 発生 した 胸髄腫瘍 の 1治験例
0 橋本勇雄 ， 五 十嵐 一 郎， 宮崎俊聡
鹿野尚英 く厚生連高岡病院整外う
18． 小児脊髄腫瘍の 2例
0 武田 秀之 ， 山田 浩， 島 巌
国下正英 ， 北岡克彦
く石川県立中央病院整外う
19． 対席痔 をき た した骨粗矩症に よる 椎体骨折症例 の
検討
0西村立也 ， 馬場久敏 ， 高橋啓介
梅 田真 一 郎 ， 富田 勝郎 く金大豊外フ
20． 頸椎病変を伴 っ た 抗 H T L V－1 抗 体陽性 m yelo－
pathy の 1例
0 須 田康文 ， 野 口 哲夫
，
半 田豊和
泉 田重雄 ， 佐 野正 登
く富山県高志 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 病院 整外1
坂下泰雄 く同 神経内科ユ
21． 再手術 を要 した後方不安定性 を伴 う Os odontoi．
de u m の 反省 例
0 川口 善治． 伊藤達雄 ， 加 藤善治
大島 博 ， 若宮 一 宏 ， 山本直也
く富山医薬大整外J
22． 後頭＋ 頸椎間 Luqu eS SI， 骨セ メ ン ト固定後感染
を呈 した 頸椎 R A の 1例
0遊道和雄 ， 伊藤達雄 ， 丸田 喜美子
松野博明 ， 寺畑信男 く富山医薬大整外プ
第1 6会場 臨床病理 分 科会
第1 3回 北陸臨床病理集談会
当番幹事 黒 田 満彦 く福井医科大学検 査部う
座長 高柳芦立 く富山市民病院う
1 ． A MeX くAc eto n e－ M ethyl be n z o ate－ Xyle n el 固
定包 埋法の 基 礎的検討
－ リ ン パ 節 に つ い て －
0 斎藤 実
， 森 正 樹 ， 三 宅敏彦
黒 田満彦 く福井医科大字検査部う
A MeX くAc eto n eTM ethyl be n z o ate． Xylen el 包埋
法は ， リ ン パ 球抗原 を は じ め種 々 の 抗原 の 局在 を同定
で き る と報告さ れ て い るが ， 日常病理 検査 に は まだ広
く 取 り入 れ られ て い な い ． そ こ で我々 は ， 日常病理検
査 に 取り 入 れ る こ と を 目的 と し て基礎的検討 を行 っ
た ．
仁方法コ 3m m 角新鮮 リ ン パ 節 を先ず4 0Cア セ ト ン に
投入 し ， 次 に そ の ま ま－200Cの フ リ ー ザ に 移 し24ノ へ 一 48
時間放置 し固定 し た ． 続 い て ア セ ト ン で 脱水 し ， 安息
香酸 メ チ ル と キ シ レ ン で置換 の後 ， パ ラ フ ィ ン 浸透し
包埋 し た ． 得 られ た標本の H E染色性 及 び 免疫染色性
に つ い て ， 凍結切 片及 び ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ フ ィ ン切
片 と比 較検討 し た ． 指吉果コ48時間の 固定 を行 う こ と
に よ り
，
良好 な 形態及 び染色性 が得 られ た ． 現 在凍結
切片 で し か使用 で き な い リ ン パ 球表面抗原 に 対 する抗
体 に よ っ て も ， 良好 な染色結果 が 得 ら れ た ． 仁考察コ
A MeX 包 理 法は ， 免疫組織学的な 日常病 理検査 に 有
用 な方法 で あ る と 思わ れ た ．
2 ． 臓器別 に み た腺癌 の E M Aの 局在 に つ い て
0 川畑圭 子 ， 渡辺 麒七 郎 ， 尾 崎 聴
川中 剛， 富田小 夜子 ， 南 博文
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いまじ め にコ E M Aの 用途 と して ， L C A と組 み 合わ せ
てリ ン パ 腫 と未分化癌の 鑑別や ， 骨髄や 肝臓 で の 微小
転移巣の 発 見 に 有用 とさ れ て い る ． 今 回我 々 は その 他
の 利用方法 と し て原発 巣不 明 の 転移癌 に 対 す る E MA
の 染色性 か ら ， 原発臓器 の 推定 が で き な い も の か検討
し た ． r対 象及 び方法コ 対象は胃 ， 大腸 ， 甲状腺 ， 肺 ，
子宮休部 ， 卵巣 ， 乳腺の 各臓器 別 に 腺癌各10例 の 組織
標本 ． 使 用 抗 体 は 抗 E M A くD A KO E 29l ， 抗
M A M 6くト ー レ フ ジ バ イ オ ニ ク ス 115 D 81 の 2種類．
亡結果コ 1 ． 正 常 で は乳腺や肺胞上皮 に 2種 の 抗体と
もよ く反応 し ， その 他の 上 皮で は 卜う へ 1 十ン で ク
ロ ー ン に よ り差が 見 られ た ． 2 ． 癌 で は に 乳癌 ， 肺癌
に よ く染 ま り大腸癌 ， 甲状腺癌 で は弱 か っ た ． 3 ． 胃
痛で は高分化型 の も の はよ く染 ま るが 塩分化 の もの に
は 一 定 した傾向は見 ら れ なか っ た ． 亡結論コ 今 回検討
した原発不明癌 の 転移巣推定の E M Aの 用 途と し て ，
転移巣 仁1 で 高分 化な ら ば大腸癌 を ， 抵分化な ら ば
胃癌 を考 える ．
3 ． H ． E 標本 に 見 ら れ る エ オ ジ ン 好 性徴細片 に つ い
て
0 川 中 剛 ， 川畑圭子 ， 尾崎 聴
音 田小夜子 ， 南 博 支， 渡辺 願七 郎
く国立金沢病院研究検査料1
く目的ン H．E 標本の ア ー テ ィ フ ァ ク トの 1 つ と し て
し ばしば エ オ ジ ン 好性徴細片が見 ら れ る ． 時 に は 多量
に 見ら れ 目障 り で 写真撮影時に は大 き な障害 と な る ，
い ろい ろ防止 を試み たが 余り効果 な く ， 今 回再度検討
した ．
く方法 ． 結果 ン 0 成書に よ る と こ の 微細片 は標本作製
者由来 の 扁 平上 皮と さ れ て い る ． そ こ で微細片の 由来
を同定 す べ く 酵素抗体法 を実施 し た と こ ろ ケ ラ チ ン
く十ユ， ビ メ ン チ ン ト1 で あ っ た ， ま た そ の 形態 や稀
れに 有核の も の が 見ら れ る事 か ら扁平上皮 で ある と 思
われ た ． e 標本作製過程 の う ち 一 番混 入 しや す い と 思
われ る薄切 ， 包埋 過程 で ， 器具 に は 絶対触れ な い で 作
業し たと こ ろ ， 微細 片は全く 見ら れ な か っ た ． ま た ，
ス ラ イ ドガ ラ ス に 指先 を擦 り つ け て 故 意 に 付着さ せ た
と こ ろ， 微細片 は 多量 に 見ら れ た ． く 結論 ン エ オ ジ ン
好性徴細片は主 と し て貼付者よ り も た ら さ れ る 扁平上
皮であ る ． これ を防止 す る に は
，
ス ライ ドの ス リ ガ ラ
ス部分 以外絶対 に 触れ な い な ど細 か い 注意が 必 要で あ
る ．
座長 渡辺棋七郎 く国立金 沢病院J
4 ． 胃痛手術中に 偶然発見さ れ た直径約 1c m の 肝 の
fo cal nodula rhype rpla sia の 1例
0 野 々 村昭孝 ． 水上 勇治 ， 松原藤継
く金沢大病理部う
清水康 一 ， 米村 豊 ， 泉 長平
く同 第 2外科I
胃癌症例 で 偶然発見 さ れ た径約1．O c m の fo c al
n odularhype rpla sia CF N Hl で構成肝細胞 に 多く の
hyalin eglobules くH Gl を認 めた の で 報告す る ． 57
才男性 ， 主 訴 は心 商都痛 ， 本年 1月中旬 よ り主訴を認
め近医 に て 手術 を勧め られ るも 大学病院 に て 精査を希
望， 検査 に て胃角部に 工工c＋ m病変が あ り ， 胃亜 全摘
術 を行う ． その 時肝左葉外側区域 に 腰痛 を触知 ， 転移
を考 え て切除す る ． 胃癌 は m の 早期痛 で転移な し ． 肝
腰瘍 は F N H であ っ た ． 長径 1c m 中央に 癖痕様の線
維化が あ り ， 典型 的な F N Hの 像を し め した ． 組織学
的胆汁う っ 滞が あ り ， 構成肝細胞の 胞体内に 核 よ り小
さ な大小不同の H G を多数認 め た ． dia sta s e抵抗 性
P AS 陽性 ， al－ a ntitry psin 陰性， 免疫 グ ロ ブ リ ン 陰
性 ， P A S陽性 で あ り巨大ミ ト コ ン ド リア は 否定的， 電
顕観察 は まだ で あ る が ， 肝細胞癌 や ア ル コ ー ル 肝障害
な どで 見 られ る globularhyalin eに 類似 して い る よ う
に 思 わ れ た ． こ れ ま で F N Hで この よ う な例の 報告 は
み あ た ら な い ．
5 ． C M L急性転化症例の経過検討
0 本郷忠彦 ， 野崎志げ子 ． 増本草美
加藤陽子 ， 高柳 甲立
く富山市民病院中央研究検査部う
谷本 一 夫 く金沢 大医短1
慢性骨髄性白血病急性転化11症例の 病型 お よ び経過
に つ い て 検討 し ， 報告 しま す ． 過去11年間を前期 6年
後期 5年 に 分 け その 急性転化率 をみ ます と ， 前期 で は
44 ■4％後期 は77．8％で 最近の 増悪 期治療成績の 向上 が
伺 われ ま す ． 急性転化11症例 に つ い て 非 リ ン パ 球 系
く6鮎 リ ン パ 球系 く5t那 に 分 け， 初診時年 令 ， 初
診 よ り急性転化ま で の 期間， 直接死 亡原 因等 に つ い て
検討 し ， 両者 に 差 をみ ま せ ん で した ． 染色体の 検索で
は慢性期が長期間で あ っ た 2 症例に Pb l以 外の 染色
体異常が み られ ま した ． 急性 転化後 の 薬剤感 受性 パ
タ ー ン を完全寛解型， 不完全寛解型 ， 再生 不良性貧血
軋 感受性 不良型 お よ び感受性欠除塾 の 5 型に 分類
し， 非リ ン パ 球系転化 ． リ ン パ 球系転化の そ れ ぞ れ に
つ い て比較 した結果 ， 非 リ ン パ 球系 で は 一 定 の 傾 向を
見ま せ ん が ， リ ン パ 球系 で は 3例 に 完全寛解 ， 他の 2
例に 感受 性 を 認め ず， P V療法の 施行 に 当た っ て の経
1 066 学
通観察の 重要性 が痛感 され ま した ■
6 ． 気管支擦過 ． 吸引材料 に お け る大細胞癌例 の 臨床
細胞学的検討
0 今村伸 一 ， 島崎栄 一 ， 石 原慶子
池田 実千野， 野 崎智子 ， 高柳 ヂ立
く富山市民病院中央研究検査部う
当院に お い て1984年1月か ら198年 7月 まで に 行わ
れ た 気管支擦過 ． 吸引材料 を対象 に ， 大細胞癌 の 診断
を め ぐる 問題点 を検討 した ． 総件数1293件 のう ち重複
症例 を除く細胞診陽性例 は117名で あ っ た ■ 細胞 診 と
組織診の診断 一 致率 は ， 腺病82．3％ ， 扁平上 皮癌9 2■3
％， 小紙胸痛8 6． 6％で ， 大細胞癌 は25．0％と 低い 正 診
率 で あっ た ． 細 胞診 で大細胞癌 と した 5例の う ち に 腺
病が 3例含 まれ ， ま た細胞診で腺病 と し た 2例 ， 扁平
上皮痛と した 1例 は ， 組織学的に 大細胞癌であ っ た ．
腺癌 を大細胞癌 と し た例 は ， 申分化型腺病な が ら ， 細
胞像 は散在性で細胞異型 が強 い 点 が 大細胞癌 に 近似
し， ま た大細胞癌を腺癌 お よ び扁平上皮癌 と診断 した
症例 は ， 重横性優勢 で細胞形 ， 核形不整の軽度 な分化
度の低い 細胞が主体であっ た ． こ れ ら細 胞診 と組織診
の不 一 致 を来 たす 原因と して ， e細胞出現態度や ， 魯
細胞異型度の症例差 ， 魯喀疾細胞診の 判定基準 に その
ま ま準拠 した 点な どが考 え られ た ．
座長 早瀬 滞 く金沢医科大学う
7 ． 胃 ． 十 二 指腸粘膜 か ら の Ca mpyloba cte r p ylo ri
分離の 試 み
0 池端 隆 ， 山崎美智子
く金沢医大中央臨床検査部う
早瀬 満 ， 寺 岡弘平， 寺畑書朔
く同 臨床病 理う
高瀬修 二郎 く同 消化器内科う
本年 6 カ月 間 に 2 6名 の 胃 ． 十 二 指 腸粘 膜 よ り
Ca mp yloba cter p ylori 分離 を 試 み た と こ ろ ， 1 3名
く帥 ％う の胃粘膜と10名 く38．5％う の十 二 指腸粘膜 よ
り C． p ylori を分離 した ． 鏡検 と培養成績 に 差 が ある
た め 6種の 市販培地 と 3種 の 自家製培地 で分離株 の発
育 を比 較 した と こ ろ ， 3種の 市販 培地 と 2種の 自家製
培地 で発育 し難い 株 があ り ， 自家製 Sk irrow 培地 の
使用 を開始 した と こ ろ そ の後 の陽性率 は55■9％で 使用
前 の22．2． ％ を大 きく上 回 っ た ． 分離 し た23株 の 生物
性状 ， 薬剤感受性 は全株同様 の成績 を示 し， ウ レ ア
ー
ゼ 強陽性 が同定上有用な性状 であり ， N A以外の使 用
薬剤に 耐性 は見 られ なか っ た ． 臨床診断と の 関連 で は
十 二 指腸潰瘍75％， 胃炎45．5％ ， 胃潰瘍33．3％で 十 二
指腸潰瘍例か ら 高率 に 分離さ れ た ． し か し ， 分離材料
の 部位 ， 個数 ． 胃 ， 十 二 指腸病変 の 活動性 の 評価な ど
問題が多 く ， 今後例数 を増 や し検討 を重 ね た い と考 え
て い る ．
8 ． 肝膿瘍 よ り分離し た Clo stridiu m difficile に 関す
る臨床細菌学的検討
0 久保克美 ， 山下 政宣， 森河 浄
黒田満彦 く福井医科大学検査部う
腸管常在菌で ある C． difficile は ， 広域 抗生 剤 の 使
用下で ， 偽膜性腸炎 を お こ す こ とが 知 られ て い る － わ
れ わ れ は ， 抗性物質 の投与中に C． difficile に よ る 肝
膿癌 を発症 した ， き わ め て ま れ な 症例 を経験 した ので
報 告す る ． 患者は ， 67才の 男性 ， 肝細胞癌の 治療中に
急性胆嚢炎 を併発 し ， 胆嚢摘除術 を受 け た ， し かし感
染が持続 し ， 術後約 1週間目に 肝膿瘍 を穿刺， 排液し
た ． こ の 液の 好気 ． C O2 の 両培養は陰性 で あ っ た が ，
G A M培地嫌気培養で良好 に発育 した グ ラム 陽性有芽
胞梓菌を分離 した ． 菌 は ， グ ル コ ー ス ． 果糖分解陽性
で ， エ ス ク リ ン加 水分解， ゲ ラ チ ン 液化 ， N － ア セ チ ル
グ ル コ サ ミ ン が そ れ ぞ れ陽性 ， ア ニ デ ン ト ． ガ ス ク ロ
マ ト グラ ム か ら C． difficile と同定さ れ た ． ラ テ ッ ク
ス 凝集反応 で ， 培 養濾液 と肝 膿瘍 排液 の 両者 か ら
C．difficile の外毒素 を検出し た ． 本症例で は ， 妖気培
養が ， C． diffic le を発 見す る 契機 と な っ て い る ので ，
同培養 を行う こ と の重要性が う かが われ た －
9 ． Kinyo u n抗酸菌染色法 の検討
0殿畑晶子 ， 尾角信夫 ， 伊藤嘉浩
松岡隆子 ， 藤田信 一
く金沢大検査部1
松原藤継 く同 臨床検査医学1
現在抗酸菌染色 に は Ziehl－ Ne els e n法が 広く 用 い ら
れ てい る ． 今 回は加温 を必要と し な い E inyo u n法と
Ziehl，N eelse n 法を 比 較検討 した ． 染色 液は 塩基性 フ
ク シ ン 4g， エ タ ノ
ー ル 20ml
，
フ ェ ノ ー ル 紬 ， 精製水
100ml から な り ， 脱 色 液 ， 対 比 染 色液 は Ziebト
Ne els e n法 と同 じ で あ る ． 染 色時間は 3分 ， 脱色2
分 ， 対 比 染色2 0へ 3 0秒 で あ る ． Ziehl． Ne elsen 法と
K inyo u n法 を同時に 染色 して検討 す る と ， 224検体 の
う ち Ziehl．Ne els en法で 陽性の 検体 は 5検体 で ， こ の
検 体 は K inyo u n 法 で も す べ て 陽 性 で あ っ た ．
Ziehl－ Ne els en法で 陰性の119検体は K inyo u n法でも
す べ て 陰性であ っ た ． さ ら に 自動グラ ム 染 色機 を用
い ， 50検体 に つ い て Kinyo u n染色 を試 み た と こ ろ ，
陽性検体 2検体 は赤 く染色 さ れ48検体 は陰性で あ っ
学た． ニ の 結果 は ZiehトNe els en法と 一 致し た ．
以 上 よ り Kinyoun 法 はル ー チ ン ヘ の 有用 性が 高 く
自動染色も可能 で あ り ， さ ら に 検討 を重ね 自動化の 方
向に 進め た い と考 え て い る ．
座 長 森河 浄 く福井医科大学1
10． Tw o－ C Olo rflo w cyto m etry に よ る リ ン パ 球表面
マ ー カ ー 解析 の 有用 性
0 大垣 由香里 ， 高村利治 ， 松下信之
山岸幸造
， 小林和美 く金沢大検査部う
橋本琢磨 ， 松原藤継 く同 臨床検 査医学う
く目的1 Flo w cyto m eter FA C Sc a n お よ び T w o－
c olor 解 析用 試薬 Sim ulte st， 分析 を サ ポ ー ト す る
Sim uls et ソ フト ウ ェ ア くべ ク ト ン ． デ イ ツ キ ン ソ ンl
の基礎的検討 を行 っ た結果と Tw o－ C Olo r 解析 に よ っ
てみ つ か っ た C D 4＋ C D8＋ 細胞が 増 え て い る a stro－
CytO m aの症例 に つ い て報告す る ．
く結果ト0同時再現性 くn ニ 1 01 Tc ellc v こ 0． 8％ ，
Bc ellcv ニ 10．5％ ， T HII c v ニ 2 ． 6％ ， T SノC c vニ
3．9％で あ っ た ． 令全血法 と リ ン パ 球 分離法 の 相 関
くn ニ 2 3I Tcellr ニ 0． 961， Bc ellr ニ 0． 97 2， T HJ
，
I
r 二 0．965， T SIC O．966 であ っ た ． e 基準値 くn ニ 401
Tcel1 62へ 81
， Bc el1 5旬 15％， T HII 29旬 52％， T SIC
27へ 42％， に 設 定 し た ． 砂 症 例 C D 4＋ C D 8＋ 細 胞
く14％I に つ い て C D l と C D 4， C D 8， C D 3 と C D 4，
8 の Tw o－C Olo r解 析 の 結果 ， Co m m o nT hym o cyte
由来の 細胞で あ る と 考 えら れ た ．
ほ と めI Tw o－ C Olo r解析 は ， S ingle－C Olo r で は判 ら
なか っ たた 2種 以 上の 抗 原性 を も つ 細胞の 存在 を明 ら
か に し ， リ ン パ 球表面抗原の 詳細 な分析 に 有用 で あ る
と思われ る ．
11． オル ソ ス ペ ク ト ラ ム m を用い た リ ン パ 球サ ブセ ッ
ト検査の 基礎的検討
0 岡田敏春 ， 森河 浄 ， 市川雅彦
泉 敦 ， 黒 田滞彦 く福井医科大学検査部ラ
フ ロ ー サイ ト メ ー タ ー を用 い た リ ン パ 球サ ブ セ ッ ト
検査 の ル チ ン 化 を 目的 に 検討 を行 っ た ． 装 置 は
SP E C T R U MIII， 試 薬 は Le u モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体
Leu4， Le u2a， Le u3a ， Le u1 2 を用 い た ． 測定結果 へ の
影響が考 え られ る 幾つ か の 条件 を検討 し， 健常者 に お
ける そ れ ぞれ の 出現 頻度 を求 め た ． 抗凝 固剤 の検討 で
は
，
Hepa rin と E D T A－2 Kの 差 は な か っ た ． 検体 の 保
存に つ い て は， 全血 で2 4時間以 内に 測定 で きれ ば室温
と4
0
C保存と の 間に 差 が な か っ た ． 48時間保存す る 場
合に は ， サ イ ト グラ ム 上 の リ ン パ 球集団の 位置が移動
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す る傾向に あ る た め ， 囲 み 方 に 注意が必要 と思わ れ
た ． 健常人26名 の リ ン パ 球 サ ブ セ ッ ト の 陽性率 は ，
Le u4， 6 6． 6士 8． 21ニ Leu2a， 2 9．8 士5． 4 5こ Le u3a，
3 7■0 士4．82 こLe u12， 9．5 士2．60 およ び Leu3aノLe u2a，
1 ．3士0■3 9 と なっ た ． T 細胞系の C V は 5 ％ 以 内 で
あっ たが ， B細胞系の C V はや や高値と な っ た ．
12． フ ロ ー サ イ ト メ トリ ー に よ る白血球機能
く貪食能 ． 活性酸素産性能ユ の検討
0市川雅彦 ， 森河 浄 ， 岡 田敏春
泉 敦 ， 黒 田満彦 く福井医科大学検査部う
フ ロ ー サ イ ト メ トリ ー くF Cl に よ る ， 全血法 に よ る
頼粒球の貪食能な ら びに 活性酸素くS Oつ魔性能 を検討
した ． 貪食 能 は ， 全血10町J と F 汀C ラベ ル 蛍光粒子
くd 2直 懸濁液と混合浮置 く3 アCl， 5 － 120分の粒
子 取 り込 み 率 を測定 した ． 細胞蛍光粒子 比 は ， 1 こ10
以下が 良好 で ， 検体 は ， 室温 3時間保存 で も成廣 は安
定 して い た ． 同時再現性並 び に 日差再現性 は ， 貪食開
始20分以後 で は ， C V 5％以 内と良好であっ た ． 正 常
人 の 貪食能 は ， 貪食開始後60分で90％以上 とな っ た ．
S O産 性能 は ， 全 血1 0 0JL l を D C F H－ D A 溶 液
く5JL MJ Dと混合浮置 く37
0
CI， P M Aに て 刺激 し ，
5－120分後 に 額粒球内で産性さ れ た D C Fを 平均蛍
光強度 の 差 くM C Dう と して求 め ， Hわ2産性量 と み な
した ． 正 常人 8名の Hわ2産性 は ， 刺激後60分 で ピ ー
ク を形成 し た く26士8 M C Dくm ea n士1S DH ． F Cに よ
る額粒球 の 貪食能測定 に つ い て は ， 全血 の ま ま測定が
可能 で ， 成績 も比 較的安定 して お り ， 臨床応用が十分
可能 と考 え られ た ． SO 魔性能測定に つ い て は さ ら に
検討 した い ．
座長 小西 杢子 く国立金沢病院う
13． 感作抗原 か らみ た 測定方法 に よ る R F不 一 致例 の
分析
0 西 田小 智恵 ， 天地 義輝 ， 古沢 明彦
く国立山中病院研究検査科J
川端 薫 ， 松田 寿俊 ， 石見為信
小西杢子 く国立金沢病院研究検査料1
リ ウ マ チ 因子 くR Fl の 測定方法間 の 不 一 致 に つ い
て
， 抗原側 か ら検討 を加 えた ．
仁方 法コ 抗原 を を 異に す る 4 法 ， 変 性 ウ サ ギ 工gG
くR A H Al ． 変性 ヒ ト IgG く日立7050に よ る TI Al ．
ヒ ト IgG くL A 2000l ． ヒ ト y■globulin くB N Al， を
用 い て 測定 した ．
亡結果コ変性 ウ サ ギ IgG くR A H AI を基準 に して 各方
法 の不 一 致例 を検討 した 結果， 0変性 ヒ トIgG を用 い
1068
る 方法 は不 一 致例が 少な く く15．6％う， 不
一 致の 多く
は くR F陽性 の11．6％l R A H Aく十l を く1 と す る
不 一 致 で あ り ， 両者は異種抗原 で は あ る が 同質 の 抗体
を検出 し， 両者の 不 一 致 は感度羞に よる も の が 多 い ．
また ， 変性抗原 に 対す る抗体 は R A 疾患特異性 が 高
い
． 魯変性の な い 抗原を用 い る 2 法は R AH Aとの 不
一 致 が 約40％ と 多 い ． そ の ほ と ん ど く約3 0％1 は
R A H Aト1 を く＋1 とす る 不
一 致 で あ り ， R A H A が
検出す る抗体以外 の抗体 をも検出す る ■ R A疾患特異
性 は低い が 自己 免疫機序が関与 す る病態 を知 る指標 と
な るも の と思 わ れ た ．
14． T 工A法 に よる C R P自動化
0 山地裕子 ， 富 田郁子 ， 柴 則子
内記三郎 ， 松 田正 毅 ， 鍛冶利幸
小熊 乳 桜川信男 く富山医薬大検査師
樋口滞博 く同 第 3内科う
T 工A法 に よ る C R P測定法 を開発 した ．
測定機は ロ シ ュ 社製 CO B A S F A R A を使 用 し， エ
ン ド ポイ ン ト法 で 測定 した ．
Buffe r に テク ニ コ ン社製ク リ ア リ ン グ液 を 3 ％ と
な る よう 加 え血 清中の混濁消去 を行 い ， さ ら に 低濃度
で の再現性 一 直線性の向上 の た め C R P抗原 を加 え ，
検量線の演算式 に指数関数を用い た 一
同時再現性は盲 ニ 0．86m gldl で C V，2．21％ ， 盲 こ 1
4．04m gldl で C V， 1．51％ くn ニ 10l， 日差再現性 く10
日 間う は了 ニ 0．87mg佃 で C V， 4．3 8％ ， 盲三 1 4■4 7
m gldl で CV， 4． 40％ くn ニ 2 01 だ っ た ． 直線 性 は
20mgノdl ま で 良好 で ， イ ン ト ラ フ ア ッ ト添 加濃度
2％ ， ヘ モ グ メ ロ ビ ン濃度 500m g川1 ， ど リ ル ビ ン 濃
度 15mgldl ま で測定値 に 影響 な し ． Buffer へ の
E D T A添加 や血清不括化 の必要 は な い ． 本法 と毛細
管法 との 相関は良好であっ た ．
15． Late x凝集反応 L P IA l OOに よ る H C G測定 と そ
の臨床的意義
0 藤田美乃 ． 高橋繁子 ， 中仙志津子
安藤幸子 ， 小西聖子
く国立金沢病院研究検査料う
岡部三郎 ， 丹後正 紘 く同 産婦人科う
Latex 凝 集 反応 を利用 し た L PIA 100 を 用い て
HCG を測定 し ， そ の 精度 と感度 と診断意義 に つ い て
検討 し た ． 仁方法 と対象コ専用測定機 L P 工A lOO と専用
測定試薬 を用い ， 午前中採尿 の随時尿 を検体 と し た 一
し結 果コ 0再現性 と希釈試験 の結 果 か ら ， 測 定
r a nge は 20ル 600mI Ulml と考 え ら れ た ． 妊娠 時 の
HCG は100倍希釈測定 と し ， 低 レ ベ ル と 高 レ ベ ル の
H C G が測定可能 で あ っ た ． 魯L Hと F S Hに 交差性 が
あ っ た ． し か し ， 健常女 性 で は 月経 周 期と 無関係に 正
常値 は 2 0m工Uノml以 下 く男 く1い で あ り ， 妊娠 4週で
は0．4I Uノml で あ っ て 妊 娠の 早期診断の 妨げ と は な ら
な か っ た ． 母妊娠週 に 伴 っ て H C G は速 や か に 増加
し， 3 ケ月 で ピ ー ク平均 65工Uノml を示 した ． ゆ低 レ ベ
ル H C Gに よ る cho rio c arcin o m aの 経過観察は ， 尿
H C G と はr ニ 0．788の 相関 で 平 行 して 動い た ． ほ と
めコ 原尿測定で低 レ ベ ル H C G が測定可能 で あ り ，
針月 C G と同様 の 意義 を持 ち ， 妊娠 早期 の 診断と異 常
を知 る指標 と な る ．
16． 各種 免疫学的便潜血検査法
一 測定原理 に お け る測定上 の 問題 －
0 高岡真弓 ， 山 本正 美 ， 吉 国桂子
く浅 ノ 川総合病院中央検査部J
O C－ へ モ デ ィ ア 栄研 く栄研化学1， イ ム デ ィ ア ー
He m S Pく富士 レ ビオう， モ ノ ヘ ム くカ イ ノ スう を使用
し ， 測定原理 差 に よ る測定上 の 問題 を検討 し ， 以 下の
結果 を得 た ．
1 ． い ずれ も 実測上 の プ ロ ゾ ー ン 現 象 を認 め な い ．
2 ． へ モ デ ィ ア が最 も 高感度 で あ る ．
3 ． い ずれ も 特異性 に 優 れ る ．
4 ． 提 出さ れ た 検体 は速 や か に 測定す る方が 望まし
い ．
5 ． 検体採取量 の 影 響 は モ ノ ヘ ム が 最 も少 な い ．
6 ． へ モ デ ィ ア は測定上 ， 多検体処理 に 不向き で あ
る ．
座 長 小熊 豊 く青山医薬大う
17． ク レ ア チ ニ ン 測定 くヤ ッ フ ェ 反応う に お ける ヒリ
ル ビ ン 干渉の 酵素的除去法の 検討
0 熊谷祐 二 ， 井村敏雄 ， 長谷川俊雄
黒 田 満彦 く福井医科大学検査部コ
Jaffe －r ate 法に よ る ク レ ア チ ニ ン 測定に 対す る ど リ
ル ビ ン の 干渉 に つ い て調 べ ， そ の 影 響 を 回避 する 方法
と し て ， ど リル ビ ン オ キ ン ダ
ー ゼ くB O Dう とコ ー ル 酸
Na 添加 に よ る処理 を検討 した ．
ク レ ア チ ニ ン 測定値 に 対 す る 影響 は ， ヒ リ ル ビ ン濃
度 が 5m gJdl 以 上 と な る と0．2m gldl以 上 の 負誤差が
どリ ル ビ ン 濃度 に 比 例 し てカロわ る こ と が 確 か め ら れ
た ． こ の 原因が ， ア ル カ リ性の 反応液中 に お い て どリ
ル ビ ン が 分解 し ， 吸 光度が 変化 す る た め で あ る こ とが
推定 さ れ た ．
こ の 対 策 と し て ， 高 ビ リ ル ビ ン 血 清 に B O D
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10 Unitlml， コ ー ル 酸 Na lOm m olll を添加す る 前処
理条件 を組み立て た ， 本法は ど リ ル ビ ン 濃度が 50mgノ
dl まで ク レ ア チ ニ ン測定値 に 影響 が認 め ら れ な か っ
た ． ま た ， 回 収率も 良好で あ り
， 本法 に よ る反応阻害
も認 め られ な い こ と か ら ， 日常検査 に 利用 しう る と の
結果 を得た ．
18■ ドライ ケ ミ ス トリーに よ る血中電解質測定の検討
0 前川秀樹 ， 井村敏駄 酒井好美
長谷川俊雄 ， 黒 田滴彦
く福井医科大学検査部う
ス ライ ド電極 に よ る電解質測定に つ き ， イ オ ン 選択
性電極法 く日立73 6－40 E及 び N O V A51 及び炎光法
くコ ー ニ ン グ480う に よる 測定法と比較検討 した ． ス ラ
イ ド電極法 に は KO D A K社製の エ ク タ ケム 700 N と
D T－60， 富士 フ イ ル ム 社製の F D C－800を使用 した ． ス
ライ ド電極法は ， 再現 性 ， 直線性な ども 良く ， 他 法と
の相関も 良好 で あ り ， ま た操作の 簡便性
，
迅速性 ， 微
量性 な ど ， 特 に 緊急検査用 に 有用 な 点が 多い と思 わ れ
た ． しか し ， ス ライ ド電極法 で は容積置換 の 影響 は生
じ ない は ずで あ るが ， 今回 の 検討 で は タ ン パ クや 脂質
濃度に よ る影 響が み られ る 場合が あ っ た ． ス ライ ド膜
へ の 浸透性 な ど不 詳の 要因の関与が考 え られ た ． ス ラ
イ ド電極法 は利点 も 多い が
，
こ れ ら の 不詳 の要因 に
よ っ て ， 測定値 が 影響を 受 け る恐れ も あ り 上 程々 の 条
件下での 測定に つ き 十分検討 し てお く必 要が ある と 思
われ た ．
19． ク リ ナ ライ ザ ー くR Xl 使刷寺に お ける NE F A試
薬の 安定性
0 渡辺 和則 ， 白石 昌武， 吉国桂子
く浅 ノ 川 総合病院中央検査部I
ク リナ ライ ザ ー くR Xl は エ ア バ ス を 使用 し て い る
ため試薬が反 応管注入前 に37
0
cで 保温状態 と な る こ と
と
， 当施設 で は バ ッ チ処理検査 で は な く リ ア ル タイ ム
処理 を施行 して い る の で ， 精度面 で反 応前 の 試薬滞渋
時間が重 要 なポ イ ン ト と 考 え ら れ る ． 検討 の 結 果 ，
NE F A試薬の 劣化が最も顕著 で あ っ た の で ， そ の 安
定性をW 社， E 社の 試薬 で 比 較 し た ． 再現 性 ， 相関性
とも に い ずれ も 良好 で あ っ たが ， 37
0
cに お ける 試薬 の





6 ． ジク ロ ロ ー4 ニ トロ フ ユ ニ ル リ ン 酸 を 用 い
た酸性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ測定の基礎的検討
0 酒井好美 ， 井村敏雄 ． 長谷 川俊雄
黒田満彦 く福井医科大学検査部う
合成基質 2 ， 6 － ジク ロ ロ ヰ ニ トロ フ ェ ニ ル リ ン 酸
を基質と し た血 清中酸性ホ ス フ ァ タ ー ゼ活性測定法 の
自動化 に つ い て ， 日立705自動分析装置 を用 い て ， 基
礎的検討 を行 っ た ． 感度 ， 直線性 ， 再現性 ， 添加回 収
率 は良好 な結果が得 られ た ． 共存物質の ア ス コ ル ビ ン
酸 ， ど リ ル ビ ン ， 乳 び な ど の 影響 は認め ら れ な か っ
た ． し か し ， 溶血 に よ り ， 総 酸 性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ
くT－ ACPl， 非前立 腺性酸性 ホ ス フ ァタ ー ゼ共 に 負 の
影響が認 め られ た ． ナ フ チ ル リ ン 酸法 との 有意 な相関
関係が認 め ら れ た ■ 本法で 測定 した健常者の T．A C P，
P－A C Pく前立腺性酸性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ1 の活性値 は ，
男性 く207名 ， 平均年齢33．0剖 で ， そ れ ぞれ ， 27．7 －
42．2 U几 7－1－16．7 U几 女性 く211名 ， 平均 年齢26．7
射 で ， 24．2 － 3 6．6 U几 5．8 － 1 3．7 ロハ と な り ，
T－ A C P， P－A C P共 に 性差が認 め られ た ． 以 上 本法 は
日常検査法 と し て 有用 で ある と 思われ た ． た だ ， 溶血
に よ る負誤差 に つ い ての 留意が必 要 と思わ れ た ．
21． A C P アイ ソザ イ ム の 自動化
0 内記三郎 ， 谷 み ね子 ， 野手良剛
細谷孝子 ， 村 史朗 ， 松 田正 毅
鍛冶利幸 ， 小熊 軋 桜川信男
く宮山医薬大検査部う
松倉裕喜 ， 鈴木好文 く同 小児 糾
西野主真 く同 輸血部う
F P L Cシ ス テ ム と A A－II自動化学分析機 と を組 み
合わ せ
， 酸性 フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ アイ ソ ザイ ム の 自動化
を試み ， 若干 の 知 見を得 たの で 報告す る ．
A ． シ ス テ ム の特性
1ン 検体処理 ス ピ ー ド ニ 1件体ノ40分
21 再現性二言 4 K A U C Vl ．8％
3う 最小検出感度 ニ9．4 XlO
－ 3E AU
4I 他法と の 相関 こ y こ 0 ．987
で あ っ た ．
B ． 臓器 特異性 ， 細胞特異性
ニ ュ
ー ジラ ン ド ラ ビ ッ ト の 臓器及び と 卜血液細胞を
用 い て特異性 を調 べ た結果 ， アル ブ ミ ン 分画近辺 に ，
そ れ ぞ れ特徴的 ピ ー ク が 出現 した ．
今後 ， 容易 に アイ ソ ザ イ ム が 分離 で き る よ う に な っ
た こ と は ， 病変部位 ， 疾 患の 鑑 別 ， 早期発見 ， 病勢の
推移 を把握す るの に 有効 な手段 とな る であ ろう ．
22■ 髄 液の A de n o sine de a min a s e測定と そ の 意義
0 宮本智子 ， 横 山 茂 ， 玉 田外書子
1070
中川志津子 ． 高岡幸子 ， 小 西 蜜子
く国立金沢病院研究検査料1
仁目的つ髄液 の ade n o sin ede amin a s eくADlの 測定条
件 と測定意義 に つ い て検討
仁方法コA D A初速度測定法 げ ン か を 用 い て ア ポ ッ
ト V P で測定 ． 髄 液と試薬の混合比 を 1 こ11く血清 は
1 こ261 と し， 感度 を高め た ．
亡成績コ0添加 回収試験こ 平均105．1％の 回収率 ． 砂測
定 ra nge こ再現性 と希釈試験 が良好 な測定 r a nge は
L5 句 501 Uハ と考 えた ． 砂正 常値 こ 細胞数10ノ3 以下
蛋白 30m gJdl以下の髄液35検体 の M e a nは1 ．3 5，
S D は1．022 で， M 士2 S D か ら2．5I U11 と考 え た ． 61
A D と蛋白量 こ細胞数1013以下 の髄液 を蛋白 30m gl
dl 以下と 以上 に 分 けた 2群 の Me a nと SD に は羞 は
認 め ず． 両者 の 相関 は y ニ ー 0．113 であ っ た ． 命A D と
細胞数こ 多核球 と y ニ 0．26， リ ン パ 球 と y ニ 0．53 の相
関性 を認め た ． ゆA D正 常な リ ン パ 球の 幼弱化試験 と
A D と の関連 二 P H A幼弱化率 と は ア ニ 0 ． 0 8 3，
P H AICo n A index と は y ニ ー 0． 187．
ほ と めコ髄液中の A D は リン パ 球 の 数 に 相応 し ，
vir u s性疾患等の観察指標と な り得 る ．
座 長 二 俣秀夫 く金沢大学う
23． 不安障害者 に み られ た僧帽弁逸脱症候群
0浜 田敏彦 ， 福井純 一 ， 黒 田満彦
く福井医科大学検査料一
越野好文 く同 神経科精神科ン
三澤利博 ， 久津見恭典 く同 第 3内科1
伊藤達彦 く福井県立精神病院う
不安障害患者20名 を対象に 恐慌発作 と僧帽弁逸脱症
候群 く以下 ， M V PI との 関連に つ い て 検討 した ■
精神学的診断は D S M l工Iに 従 っ た ． す な わ ち ， 胸部
痛 ， 呼吸困難 ， めま い 感 ， 心惇冗進 ， 死 ． 発狂 ． 統制
不能恐怖等な ど のうち 4項目以 上 の訴 えが あ る も の を
恐慌性発作と し， 恐慌性障害 は 3週間 に 3 回以上 の恐
慌発作 を認め た もの と した ． ま た ， 身体 的な も の を含
め 不安症状が持続 す るも の を 全般性不安障害 と し， 従
来の 躁欝病 に相当す るも の を 感情病と した ． こ の 分類
に 従っ た 内訳 は恐慌性障害が男性 5 人， 女性 6 人， 全
般性不安障害が男性 4人 ， 感情病 は男性 3人 ， 女性 2
人 で あ っ た ．
M V P の診断 は胸骨左縁か ら pa r a ster n al ap pr o a c－
b に よ り 心断層を描出 し ， 吉 川ら の 方法及 び永 田 ら の
方法に 従 っ た ．
結果は ， 不安障害患者の50％の頻度 で M V P が認 め
られ た ． 特 に ． 蟄慌性障害患者で は M V P が63－6％ と
高率 に 認 め られ M V P との 関連が 示 唆さ れ た ．
24 ． 小 児 に お け る P 300測定 に 関す る検討
0 角田 美鈴 ， 奥 田忠行 ， 松 田正 毅
桜川信男 く富山医薬大検査部う
長沼賢寛 ， 村上 美也子 ， 山谷美和
小西 徹 く同 小児科う
事象関連電位 は被検者 の 認知機能 を反 映 す る とい わ
れ て お り ， 今 回聴覚 に よ る課愚関連刺激 の P 300 を測
定 し ． 年令変化お よ び 頭皮上 の 分布 を検討 し た － く対
象ン 正 常児44名 く5 句 15才 ， 平均1 1．3才ン て ん か ん児
19名 く4 句 14才， 平均10．1剖 で あ る ． く方法ン 聴覚刺
激 は ， 10 0 Hz と 2000Iiz の 純 音を ， 刺激間隔 2軌
高 音 の 刺激頻度2 0％ で ラ ン ダ ム と し た ． 脳 波 は
H C 60 Hz， T C l．0で 記録 し ， 頭 皮上1 6電極 よ り 導軋
高音刺激回数 を数 え さ せ ， 脳 波 を50回 平均加算 し ，
P300測定 お よ ぴ M ap ping を描 い た ． な お使用 機器 は
Ra ndo m stim ulato r 2426型 ， Signal pro c ess o r
7 T 18 である ． く結果ン 0正常児 で は年長 な ほ ど P300
は 短縮 ． 命P 300の 振 幅は 頭頂部位優位 に ， 中心部 か
ら後頭部 に か け て 大き い ． 命 て ん か ん 児で は P 300は
明 らか に 延長 ．
P300 は数 を数 えれ る被検者 で は 導出可能 で あ り，




1 ． 30年以 上経過 した 固定内斜視の 手術経験
0 矢野 宏樹 ， 狩野俊哉 ， 渾田靖夫
く富山医薬大う
2 ． 糖尿病性角膜症 に 対す る角膜表層穿刺術
0 柳 田 隆 ， 土 屋 美津保 ， 金子 敏行
く国立金沢病院1
3 ． コ ン タ ク ト レ ン ズ に よ る 眼 障害
一装用者 に み られ た 細菌性角膜炎 ， な ら び に
洗浄液 ， 保存液 に よる 細胞毒性に 関す る検討－
0 北Jlt和子 ， 福田 正 道 く金沢医大I
4 ． カ ン ジ タ性眼 内炎 と思 われ る 1例
0 狩野 宏成 ， 山村敏明 ， 柴田 崇志
く金沢医大I
5 ． 真菌性眼 内炎の 1例
0 佐々 木次毒 ， 白尾 裕， 望月清文
鳥崎真人 ， 河崎 一 夫 ， く金沢大劉
6 ． 最近経験 し た先天 白内障の症例
0 臼井千威子 ， 田 辺 譲 二 ， 望月清文
学佐 々 木次善 ， 河崎 一 夫 ， く金沢大学ン
7． 後房 レ ン ズ移植後 3 カ月日 に 発 生 し た Rubeotic




8 ， 内頸動脈閉塞症 の 1例
0 北大路浩史 く福井医大1
久保 田鉄也
， 佐藤 一 史 く福井医大脳外剛
9■ 眼 球突出を伴 っ た続発 開放隅角緑内障の 1症例
0 四 日剛太郎 く輪島病院眼科う
西郡 聡 く同 耳鼻科I
永谷 等 く同 脳外科ユ
堀田祐紀 ， 北島千代吉 く同 内剛
吉川 浮 く金沢大学放射線科フ
山岸 満 く門前町1
10． 前増殖型 糖尿病性網膜症 と光凝固
一 重症度と 予 後に つ い て －




一 硝子 体手 術 に よ る治験例 －
0 田辺 譲二 ， 横 川由紀 子 ， 倉知 裕
河 崎 一 夫 く金沢大学う
12． 同名性半盲 を合併 した心因性視覚障害 と思わ れ る
1症例
－と く に 視野 ， 色覚 の 特異性 に つ い て 岬





1． Tria zola m の ネ コ の R E M睡眠期の 海馬律動波 に
及ぼ す影 響 に つ い て




窪 田三 樹男 く厚生連高岡病院精神ユ
吉本博昭 く富山市民病院神経精神J
2 ． 金沢大学神経科精神科 に お け る 睡眠薬の 使 用状況
に つ い て
一 病歴 ． 医療情報 R D B管理 シ ス テ ム くRIQSl
に よ る検索 －
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0 古 田専 一
， 山口 成長
く金沢大医神経精軋 附属病院医療情報部フ
森川恵 一 ， 前田 義樹 ， 石 黒 信治
上 野勝彦 ， 山森正 二 ， く金沢大医神経軒 別
3 ． H alope ridol dec an O ate の 血 中濃度 と臨床効軋
な ら び に 血中ホ ル モ ン 値 に 対す る影響
0 高木哲郎 ， 中山 渉 ， 渡辺健 一 郎
猪山 茂 ， 鳥居方策 く金沢医大神経精神う
4 ■ 両側側頭葉損傷 を呈 した 単純 ヘ ル ペ ス 脳 炎後遺症
の 1例
0 渡辺健 一 郎 ， 三 原栄作 ， 玉 井 顕
榎戸美佐子 ， 榎戸 秀日乱 鳥居方策
く金沢医大神経精神コ
5 ． 半側空間無視 を生 じた脳底動脈先端部巨大動脈癌
の 1例
0 木村 信 く厚 生連テ削Il病院脳外科う
刑部 侃， 伊 井雅康 く同 精神科フ
中谷恒夫 ， 石川 靖 く同 放射線科う
松 田博史 ， 久田欣 － く金沢 大医放射線科ン
6 ． 左側前頭葉 よ り病変が進行 したタ ロ イ ツ フ ェ ル ド
． ヤ コ ブ病 と考 えら れ る 1例
0 三 辺 義雄 ， 倉知正佳 く宮山医薬大神経精神1
7 － Pick 病 の 123I－IM P S P E C T所見
－ AIzheim er 病 と の比較 －
0 湯浅 憤 ， 江守賢次 ， 藤井 勉
倉知正佳 く富山医薬大神経精神フ
8 ． 膵癌 を合併 した A Izheimer 病 の 1剖検例
0村 田哲人 ， 大森晶夫 ， 向井雅美
松原六郎 ， 伊崎公 徳 く福井医大神経精子剛
9 ． 家族性失調症 の 1剖検例 くI Vつ．
一弟 ほU検例1と姉 く生検例う の 直腸 壁内神経
節 の 比 較－
0 中村 一 郎， 坂本 宏
， 福谷祐賢
山 口 成長 く金沢 大医神経精神う
鳥居方策 く金 沢 医大神経精神1
小泉卓也 く石川県立高松病院ユ
10． 遅発性 ジ ス キ ネ ジ ア患者の 糖代謝
0 越 野好文， 堀江 端， 向井 雅美




11． 大学病院入院患者 に み ら れ た宗教的影響
0 三 崎 究 ， 間所重樹 ， 中川博幾
越野好文 ， 伊崎公徳 く福井医大神経精神コ
伊藤達彦 く福井県立精神病院う
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12． 川柳 を つ く る分裂病の女性 ， そ の 後
0武 内 徹 く高岡市民病院神経精榔
13． 医科大学生の飲酒様態 と酒害 に 対 す る知識
0 貴志英生 ， 本多 み よ子 ， 越野 好文
伊崎公徳 く福井医大神経精神1
三木利男 く福井大保健管理 セ ン タ
ー う
14． 高松病院ア ル コ ー ル 病棟開設後 3年間の治療経験
0奥 田 宏 ， 沢 田滋樹 ， 小林絢子
西田千恵子 ， 川端千恵子 ， 道下忠蔵
く石川県立高松病院う
15． 下剤 を乱用 す る現代っ 子 た ち
－ rお な らが 出るJ こ と に 悩 む 女子高校生
－
0 斎藤チ カ 子 く国立療養所北陸病院1
伊波久光 く松原病院う
木場清子 く金沢大医神経精神う
16． 某 女子 寮で 発生 した集団 ヒ ス テ リ
ー に つ い て
0 吉本博昭 ． 島田 真由美 ， 山野俊
一
本田 徹 く富山市民病院神経精神さ
17． 内観療法 の効果判定法 に 関 す る研究 くそ の い
－ 描画法 に つ い て －
0 草野 亮 く福井県立精神病院う
18． 内観療法の効果判定法 に 関す る研究 くその 2う
ー 症例紹介 －
0草野 亮 く福井県立精神病院う
吉本博昭 ， 本 田 徹 ， 山野俊 一
く富 山市民病院神経精神つ
特別講演
精神保健法 と他害 ． 処遇困難患者
一 処遇困難患者の調査 お よ び欧米特殊精神病院
等視察結果か ら 一
道下忠蔵先生 く石川県立高松病院う




1 ． 大動脈中隔欠損症の乳児早期 の 1関心術治験例
0 村上 晃 ， 大中正 光 ， 大橋 博和
堤 泰史 ， 竹村博文 ， 田 中 孝
く福井循環器病院外科う
糸井利幸 く同 小児科1
く指定討論者1 福井医科大学小児科 斎藤正 一
2 ． 当科 で経験 した心 筋症の 臨床的検討
0寺尾 岳 ， 畑崎書芳 ， 沼田 直子
大野高史 く金大小児科う
く指定討論者う 福井愛育病院小児科 岡本 力
3 ． Scimitar 症候群 の 1例
0 松 田雅弘 ， 斎藤正 一 ， 重 松陽 介
須藤正克 く福井医大小 児科う
河北美紀子 く社保勝山病院小児科う
く指定討論者つ 辰 口 芳珠記念病院小児科 吉田 均
4 ． 脳 膜瘍 を伴 っ た ブ ド ウ球菌性心内膜炎の 2例
0 山中章好 ， 足立壮 － ， 若林正 三郎
生 田敬定 ， 福原君栄 ， 春木伸 一
く福井県立病院小児科う
坂後恒久 ， 平谷美智夫
く福井県立小児療育セ ン タ ー う
山 瀬 亨 く公 立 小 浜病院小児科う
越後茂之 く国立循環器 セ ン タ ー 小児科1
く指定討論者1 金沢大学医学部小児科 大野高史
座長 小泉晶 －
5 ． 肺炎 球菌に よ る 先天性肺炎の 1 例
0 中村真人 ， 松柳 ひ ろ子 ， 堀田成紀
久保 実 ， 渡部礼 二 ， 大木徹郎
く石川県立中央病院小児内科1
6 ． Om e n n病 の 兄弟例
0大野 一 郎 ， 立 浪朋 子 ， 市原 強
山上 正 彦 ， 松柳 ひ ろ 子 ， 上 野康尚
高野信彦 ， 谷内江昭宏 ， 横井 透
三浦正義 ， 小 泉晶 一 ． 谷 口 昂
く金大小児科う
く指定討論者う 福井県立病院小児科 生 田敬定
7 ． 致死 的経過 を と っ た V ir u s－ a SS O Ciated he m opha．
gocytic syndr o m eの 1例




一葉団生活 に お け る対応 に つ い て －
Q 小 林文雄 く川口 小児抑
く指定討論者う 福井総合病院小 児科 佐竹直子
座長 小 西 徹 く富山医薬大小児科う
9 ． Ops o clo n u sを伴う 乳幼児 myo clo n u sの 1例
0 林 修平 ， 坂 口 忠彦 ， 光吉 出
中田庸平 ， 田 里 寛 ， 中村凱次
く福井赤十字病院小児科
く指定討論者う 福井医科大学小児科 小西行郎
10． 聴覚事象関連電位 P 300の 小児 に お け る臨床応用
0 長沼賢寛 ， 本郷 和久 ， 村上 美也子




奥 田忠之 く同 検査部う
く指定討論者ユ 福井医科大学小児科 栗山政憲
11． 高 ア ン モ ニ ア血 症 の 迅 速精密鑑別化学診断法
0 井上 義人 ， 松本雅裕 ， 大倉隆司
佐武直子 ， 喩 唯民 ， 新家敏弘
久原 と み子 ， 松本 勇 く金沢医大人類遺伝う
く指定討論者フ 福井医科大学小 児科 須藤正克
12． 血 液凝固第用因子 の 投与 が有効 で あ っ た と思 われ
る He n o ch－Scho nlein 症候群 の 1例
0 二 谷 武 ， 山谷 眞己 ， 岡田敏夫
く富山医薬大小児科う
米澤弘幸 く八 尾 総合病院小児科フ
く指定討論者J 金沢医科大学小児科 世良審正
座長 春木伸 一
13． Exte n siv eAga nglio n o si 兄弟発生例
0 南部 澄 ， 小 沼邦男 ， 官本正俊
く富山市民病院小児外科J
森尻悠 一 郎 ， 高田伊 久郎 く同 小児科う
高柳甲 立 く同 臨床検査料フ
中島裕喜 仲 島産婦 人科医院う
く指定討論者う 石川県立中央病院小児科 大浜和恵
14， 尿道下裂の 治療 例
0 野崎外茂次 ， 小沼邦男 ． 北谷秀樹
和田知久， 中村紘 一 郎 ， 梶本照 穂
く金沢医大小児外科J
く指定討論者う 福井赤十字病院小児科 中村凱次
15． 出生前よ り 疑診 さ れ 新生 児期 よ り呼吸窮迫 を呈 し
た 巨大 br o n choge nic cyst の 1治験例
0 小松博史 ， 早 野尚志 ， 岡本 力
石 原 義紀 く福井愛育病院小児科フ
糸井利幸 ， 村上 晃 ， 大中正 光
田中 孝 く福井循環器病院っ
く指定討論者う 金沢医科大学小児科 北谷秀樹
16． 下血に よ っ て発 見 され た 消化管重複症の 1例
0 道後正勝 ， 長瀬典 子 ， 大 浜和憲
浅野 周 二 く石 川 県立 中央病院小 児外科う
丸山 繁 く金 沢 聖 霊 病院小 児科う
く指定討論都 富山市民病院小児外科 南部 澄
第20会場 産科婦人科分科会
一 般 演題
1 ■ 染色体異常の 出生前診断 く羊水 ， 絨毛フ に お ける
問題 点
0 朝本明弘 ， 矢吹朗彦 ， 干 場 勉
西本秀明 ， 北村修 一
く石 川県立中央病院産婦人科う
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2 ． 風疹抗体検査の 問題点
0 干 場 勉， 北村修 一 ， 西本 秀明
朝本明弘， 矢吹朗彦
く石川県立 中央病院産婦人科う
3 ． 出生 前に 診断し た胎児多発生脳梗塞の 症例
0 生水真紀夫， 福 岡哲 二 ． 飯 田和質
く福井県立病院産婦人 科う
最近 ， 双胎 一 児死 亡後 ， 生存児 に 脳障害を認 め た 一
例 を経験 した の で 報告 した ．
患者は ， 27才の 初産 婦で 家族歴 な どに 異常を認 め な
い ． 双胎児妊娠 の た め20週で 当科 へ 紹介さ れ た ． 妊娠
22週 で ， 双 胎 一 児体内死 亡を確認 し ， 羊水過多症 を認
め た． そ の 後28週 に か けて ， 死 亡 胎児の 縮小 と と も に
羊水量が著明 に 減少 し た ． 母体血 中 F D P値 の上 昇は
認め な か っ た ． 一 児死 亡 後の 生存児 B P D増加 は著 し
く 不 良 で あ っ た 一 超音 波検査 で ， 左側脳室の拡張 な ど
を認 め， 多発性脳梗塞 と考え られ た ． 32適で 早期産 と
な り
． 第 1 児は ， 202g ミイ ラ化 し た男児 ， 第 2児 は
1 492g の 男児 く1分後 ， A S 9ptsl で あ っ た ． 2羊膜 ．
2絨毛膜 で
， 胎盤 に は数個の白色梗塞が見 られ た ． 生
児は体内感染 を示 唆す る 所見も な く ， 生後約2 か 月 で
退 院し た ． 反 り返 り ． 筋 緊張克進 な ど の 異常 が見 ら
れ ， 生後 1 か月 で C P と診断さ れ た ． 頭部 C T で は左
側脳室拡大 ， 脳萎縮
，
石 灰化巣 な ど多発性脳梗塞 の所
見が認め られ た ．
4 ． 胎 内診断さ れ た胎児水腫が自然治癒 した と 思わ れ
る 1例
0 丘 村 誠， 大 口 昭英， 村田 雅文
栗野利春， 南幹雄， 舘野政也
く富山県立中央病院産婦人科う




高木弘明 ， 井浦俊彦 ， 桑 原惣隆
く金沢医科大産婦人科J
6 ■ 粟粒肺結核合併妊娠 の 1症 例
0後藤健次 く国立鯖江病院産婦人 科
西尾宏之 く公立 小 浜 病院内科う
紙谷尚之
，
大月 澄， 久保 真
細川久美子 く福井医科大屋婦人 糾
7 ． 流早 産 の 予 防管理 と 治療成績
0 斉藤友治 く斉藤医院， 福井医科大屋婦人 科
8 ． 座位分娩 に つ い ての 検討
0 田村尚也 ， 鈴木秀文 ， 宮越洋 二
く福井愛育病院産婦人科1
9 ． 当院に お け る骨盤位分娩
1 074
0 鈴木秀文 ， 田村尚也 ， 宮越洋 二
く福井愛育病院産婦人科う
10． M agn etic Re so n a n c eSpectr o s c op yくM R Sl を用
い た子 宮筋 エ ネ ル ギ ー 代謝 の研究
0 根上 晃 ， 西 島浩 二 ， 相木弘美
経沢 弥 ， 久住健 一 ， 福野直草
加藤栄 一 ， 佐々 木博正 ， 長谷光洋
竹内 譲 ， 小辻文和 ， 紙谷尚之
麻生武志 ， 富永敏朗 く福井医科大屋婦人科一
高木 均 く福井医科大学共同利用研究施設1
11． ラ ッ ト乳腺超微細構造 に 関 す る 内分泌学的研究
0鈴木信孝 ， 中嶋正 則 ， 中帖俊信
打出書義 ， 杉 山裕子 ， 寺 田 督
く金大鹿婦人科1
副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン で ある デ ヒ ド ロ エ ビア ン ド ロ ス
テ ロ ン く以下 D H Aフ のI N V 工T R Oに お ける ラ ッ ト乳
腺 に 及ぼ す影響 を検討 し報告 した ． 方 法 は50日 齢 で
Wista r系雌 ラ ッ トの両側卵巣 を摘出 し60 日齢 で 乳腺
を摘出後， 器官培養下に D H Aを投与 し乳腺分泌 の 変
化 を見た ． m ediu m は無血清借地 で あ る do uble fr e e
m edia くイ ン ス リ ン 1mg11含有1 を使用 し ， D H Aを
0．1ノJ gノml， 及び1叫 gノml とな る よう に添加 し144時
間培養後電顕で観察 した ． D H A O．1JL gノmi の像 で は
核 が腫大 し ， 核 縁が 凹 凸不整 で辺縁 ク ロ マ チ ン が 増量
し ， 明瞭 な核小体 が見 られ ， 乳腺が 活動期 に あ る事 を
示唆 して い た ． また ， 形成間 もな い 脂肪滴が 出現 し ，
細 胞質に は遊離 リボ ゾ ー ム や ポ リ ゾ ー ム が 増加 し て い
た ． D H A lOメ上 gノml で は ． 粗面小胞体 が著明 に 増加
し ， タ ン パ ク性分泌物 が見 ら れた ． 以 上 の こ と よ りイ
ン ス リ ン存在下 に お い て D H A は乳腺 に刺激的 に 働 き
脂肪滴の増加 と タ ン パ ク顆粒 の 出現 を も た ら す事 が 示
唆 され た ．
12． 実験的乳腺腫瘍超微細構造に 及ぼ す ホ ル モ ン 投与
の影響 につ い て
0 富松功光 ， 小浜隆文 ， 川北寛志
三輪正彦 ， 加藤三 典 ， 寺田 督
く金大産婦人科1
ウイ ス タ系雌 ラ ッ トを50日齢で 卵巣摘除後 ， 65日齢
で D M B A 2mg を乳腺組織内に 局所投与 し各種性 ス テ
ロ イ ド ホ ル モ ン 投与 した ． プ ロ ゲ ス テ ロ ン くPう， エ ス
トロ ゲ ン と プ ロ ゲ ス テ ロ ン の合剤 くE ＋ Pつ， テ ス ト
ス テ ロ ン くTう で は乳腺腫瘍 の潜状期間及 び ラ ッ トの
生存期間が有意 に 短縮 した ． 副 腎性 ア ン ド ロ ゲン で あ
る D H Aの少量投与 で は潜状期間及 び生存期間が共 に
延長 した ． 組織型で は ， エ ス トロ ゲ ン の 多量及 び P で
は腺痛が少 な く ， D H A多量 ， E＋P， T で は腺病が多
か っ た ． 更 に D H A投与群 の 中 で 腺癌 に つ い て超微構
造上 の 特徴 を比 較 した と こ ろ ， D H A少量投与で は細
胞間 の 結合 が疎 と な り ， 細 胞 の 大小 不同 が大 き く な
り ， 細胞 の 変性像が散見さ れ た ． D H A多量 で は細胞
内小器官 は減少 し て い た ． ま た 乳 腺組 織 に 対 す る
D H Aの影響は ， D H A少量で は細胞質内 に月旨肪滴 が
増加 し周囲 の問質の線維芽細胞 が 腰 大 し て い た ．
D H A多量 で は 更 に 上 皮細胞 は多層化 して い た ．
13． 2 ， 3の 乳房腫瘍症例 に つ い て
0 寺 田 督 ， 原 田丈典 ， 林 恵子
上 野浩久 ， 岩脇俊也 ， 赤祖 父 一 知
く金大鹿婦人科う
代表的 な乳腺 の良性充実性腫瘍 は線推腺腫 で あ る ．
線 維腺腰 の 一 亜 型 と し て ， 葉状喪胞肉腫 くCysto sa rc－
O m aphyllodesl が あ り ， 稀な 腫瘍 で あ る ． 好発年令
は
，
4 0才代で あ る ． こ の 腫瘍 は多く は良性 で ある が ，
こ の 腫瘍発育が急速 に 成長 す る の が 特徴的で ある ． ま
た 再発 や 転移が認 め られ る こ と もあ る ． この 腫瘍 は問
質細胞 の増殖 ， 細胞異型 ， 核分裂像 な どが 認 め られ れ
ば ， 悪性 と 診断 され る ． 今 回葉状糞胸肉腰 くbe nign 女
4 3才 こ boderlin e m alignancy 女 ， 40才l， 線維腺靡
く女 ， 34才う の 3症例 に つ い て ， マ モ グ ラ フ ィ ー ， 超
音波像 ， 組織像所見 な ど を含 め報告 す る ． 線維腺腰は
マ モ グ ラ フ ィ ー ． 超音波像 と も 限局 性均 一 腫 瘍陰影で
あ り ， 官内型 線維腺腫で あ る ． 葉状嚢胞内腰 は マ モ グ
ラ フ ィ ー 所見が 分葉状限局型腫瘍陰影で あ り ， 超音波
像も内部 エ コ ー が ほ ぼ均 一 な同様陰影で あ る ． こ の 腫
瘍は 問質細胞成分が豊富 で あ り ， bode rlin e m align a－
n cy で は ， 細 胞 異 型 が あ り ， 核 分 裂像 く0 へ 3ノ
10 H P Fl を認め る ．
14． C A－1 25 が異常高値 を 示 した子 宮内膜症 の 1例
0 井川 一 正 ， 藤 田 克 ， 石 川 宏
く高岡市民病院産婦人科う
6年前 よ り下腹部 に 子 宮筋腫 あ る い は右卵巣腫瘍の
存在 を指摘 され て い た患者 が血 管内凝固症候群 を合併
した シ ョ ッ ク状 態 と な っ た 為
，
シ ョ ッ ク 状 態 の 回復
後 ， 原因除去 を目的 と し た 開腹手術 を行 う こ と に な っ
た ．
術前検査 で C A－12 5 が3840 と異常に 高く ， 悪 性の 卵
巣腫瘍が疑わ れ たが 術後病理診断で は良性 の 子 宮内膜
症と さ れ た ．
C A－1 25 の値 は術後急速 に 減少 し ， 患者 の 状態 も回
復 した 為
，
患者 は退院 と し た ． 現在外来 に て ダナ ゾ ー
学ル を投与 した経過 を観察 して い る ． C A－125は い ま だ
に 正常域 に は成 っ て は い な い が再発 の兆 候 は見 られ な
い ． C ん125の 値に 関 して 本例 で は異常高値 を示 し た
に もか か わ ら ず ， 良性 の 子 宮内膜症 であ っ た こ と よ
り， 腫瘍の 悪性 ， 良性の 判定 の 基準 に は成 り に く い も
の と考 えら れ た ． CA －125の 減少 し て行 く経過 は患者
の状態の 回復 して行 く過程 に 良 く 一 致 し て い た よう に
思われ た ．
15． S状結腸癌 を疑 わ せ た腸管子宮内膜症の 1例
0 道倉康仁 ， 山崎 洋， 松田 春悦
く市立敦賀病院産婦人科コ
金平永 二 ， 石 田 一 樹 く同 病院外科1
寺田忠史 く金大第2病理う
症例 は39才の 女性 ． 昭和58年11月 ， 月経 時下腹部痛
を主訴 に 他医受診し
， 子 宮内膜症の 診断 で ， Da n a z ol
を4 か月 投与 さ れ た が ， 症状 は軽快 しな か っ た ． 昭和
60年頃よ り下痢 と便秘 を く りか えす よ う に な り ， 残
便感も 生 じた た め ， 昭和63年 4 月 6 日 ， 当科受 診 し
た ． 内診 で は軽度の 子 宮の 可動制限以外に著変を認 め
なか っ た ． 当院外科 に て 注腸造影 した と こ ろ ， S状結
腸に ap ple c o r e sign を認 め ， 大腸鏡 で は ， 肛門よ り
約 20c m 口側 に 全周性 の狭窄 を認め た た め ， S 状結腸
癌を疑 い ， 昭和63年 5月16日 ， 開腹 と な っ た ． 術 中病
理組織迅速検査 で S 状結腸 の子 宮内膜症 と判 り ， 低位
前方切除 ， 単純 子 宮全摘 ． 両 側付属器切除 が行 わ れ
た ． 術後の病 理学的検索で は ， 子 宮お よ び両卵巣に 子
宮内膜症は無く ， S状結腸の 限局的子宮内膜症 で ある
こ とが 確認 され た ． 術前診断が困難で あ っ た 腸管子宮
内膜症の 1例 を経験 し たの で 報告 した ．
16． 癒着性前置胎盤の 症例
0 上 野 浩久 ， 生水真紀夫 ， 飯 田和質
く福井県立病院産婦人科I
津 田利雄 く津 田医院ン
癒着胎盤 は ， 胎盤 が 子 宮筋層に 癒合 ， 進入 し て い る
た め
， 強制的 に 胎盤 を剥離 す る と 大 出血 を き た し
Sho ck に 陥 る こ とが あ るた め ， 我々 産 科医 に と っ て 細
心の 注 意を 払う べ き も の の 一 つ で ある ． 今回 我々 は ，
前置胎盤の 診断 の も と帝王 切開術 を行 っ た と こ ろ
， 胎
盤が容易に はが れず ， や むな く 子 宮全摘出術 を行 い ，
病理 検索に て 癒着胎盤の 診断 を得 た症例 を経験 した ．
症例は39才の 主 婦で ， 妊 娠分娩歴 と して ， 1 回経度 ，
2回自然流慶 し てい た ． 入 院時， 貧血 と辺緑前置胎盤
の診断をう け
，
入 院 3 日目性器出血増量 し て き たた め
帝王切 開術 を施行 した ． 児娩 出後 ， 胎盤が 容易 に 剥離
1075
で き ず や む な く ． 子宮全摘術 くPor r o氏手術ン を行 っ
た ． 組織診 で ， 頸管 部 に お い て 床脱落膜 が み られ ず
Trophobla st が 筋 層に 直接癒合 し て お り ， Pla ce nta
ac creta と 診断され た ．
1 7． 13才の 卵巣 Endoder m alSin u sTu m o rの 1症例
0 前川道郎 ． 土 田 連， 大酢和書夫
深江 司 ， 松本裕史 ， 遠藤幸三
く金沢赤十字病院産婦人科コ
18． 29才の 婦人 に発生し た胞状奇胎妊娠 と子 宮体癌の
合併例 に つ い て
0 内田 実， 内田 － ， 丸山千鶴
く内田病院う
19． 開腹術 を 要 した卵巣腫瘍表在血管破綻の 1症例
0井上修司 ， 後藤健次
く国立鯖江病院産婦人科コ
小辻文和 ， 竹 内 諌 ， 加藤栄 一
佐 々木博正 ， 長谷光洋 ， 吉田 好雄
く福井医科大産婦人科う
20． 腹式残留頸部掃除術の 4例
0 中川 隆， 鳥取孝成
く富山赤十字病院産婦人科ン
21． 先天 性副腎過形成症の 1例
0 中野 隆 ， 佐竹紳 一 郎 仁 小島康夫
舟本 寛 ， 舘野故地
く富山県立中央病院産婦人科ン
久保 正 く同 病院内科ユ
22■ 先天 性頸部嚢胞状 リ ン パ 管腰の 1例 に つ い て
0 朝野加奈子 ， 加藤三典
く福井総合病院産婦人科1
Fetalcystichy gr o m a先天性頸部嚢胞状リ ン パ 管腰
は ， 後頸部 に リ ン パ 管由来の 嚢腰 を形成す る稀 な奇形
で
， 全 身水腫 を伴 い ， 流早死産 時に ， 発見さ れ る こ と
が 多い ．
今 回 ， 妊 娠18週時に ， 超音波検査で発見 し た 1例 を
報告す る ．
症例は ， 32才の 看護婦 で ， 家族歴， 既往歴 ， 月経歴
に 特記す べ き こ と な し ． 2経産 ． 昭和59年 7月 ， 妊娠
22週で ， 全身奇形児 く詳細不明う を死 産 して い る 0 今
回
， 昭和63年 1月27日か ら 5 日間を最終月経 と して 妊
娠 し
，
6月 3 日 ， 妊娠18過 の 検診時 に ， 子 宮 底長
26c m
， 超音波検査で ， 胎児 の 後頸部に ， 多房性 の 左
右対称性 の cystic m a s sと ， 全身水腫 を認め た ．
6月 8 日羊水穿刺施行 した後 ， 6月15 日に プ レ グラ
ン ディ ン 脛坐薬 に より ， 966g 女児 を死産 した ． 解剖所
見で は ， 後頚部襲腰， 全 身浮阻 胸膜水 を認 めた が ，
1076 学
内臓奇形は な か っ た ． 羊水 に よ る 染色体分析の 結果 は
46X Xで あ っ た ．
23． Chla mydia Tr a cho m atis の 診断
0国都久也 ， 上 田 由生 子 ， 金子 利朗
村 田 均 ， 桑原惣隆 ， く金沢医科大産婦人科う
他端 隆 ， 寺国弘平
く同 大学中央臨床検査室1
24． 穿孔性虫垂炎 に よ る PI Dの 症例
0 高橋義弘 ， 大森正 弘 ， 飯田 和質
く福井県立病院産婦人科う
下腹部痛を主訴 と した婦 人 で ， 原因が 炎症性疾患と
考え られ る場合 ， 産婦人 科的疾患か内科 ． 外科的疾患
か 鑑別 に 困難 な症例 がある ． 今 回 ， 我々 は骨盤内感染
症 げ工Dう と診断し開腹 し た と こ ろ ， 回盲部 に 炎症性
腫膚 を形 成 し ， 穿孔性虫垂炎 と判明 した 2 症例 を経験
した の で報告す る ．
症例 1 は ， 43才 ． 工 員で ， 昭和63年 2月13 日よ り下
腹部痛 ． 腹部膨満感を認 め ， 骨盤腹膜炎
． 子 宮筋腫と
診断 し ， 抗生剤等で治療 した が病状軽快 せ ず ， 開腹し
た と こ ろ ， 回盲部 に 炎症性腰痛 を形成 し ， 穿孔性虫垂
炎と判明 した ． 症例 2 は， 63才 ． 無職 で ， 昭和63年 2
月11日 よ り下腹部痛 を認 め ， 右付属器部鶏卵大
． 軽度
圧痛 に て 右卵巣腫瘍茎捻転 ． 右付属器炎 と診断し開腹
した と こ ろ ， 回 盲部 に 膿瘍 を形成 し ， 穿孔性虫垂炎と
判明 し た0
下腹部痛 を訴 える 場合 は ， 鑑別診断 に 際 して ， 虫垂
炎も念頭 に 置 く べ き こ と を痛感さ せ られ た ，
